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剰余金処分計算書 	 （単位:円）

項　　　　　　目 金　　　額
１　当期未処分剰余金 376,889,613
２　剰余金処分額 126,140,249
　⑴ 利益準備金 50,000,000
　⑵ 任意積立金 50,000,000
　　 （うち特別積立金）　 （50,000,000）
　⑵ 出資配当金 26,140,249
３　次期繰越剰余金 250,749,364

（注記）	 １．出資配当金は、年 1.50％の割合です。
		  ２．次期繰越剰余金には、営農・生活・文化改善の事業の費用に充てるための教育情報繰越金
		  　　20,000,000 円が含まれています。

■ 

提
出
議
案

第
１
号
議
案	

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、

	

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案	

第
７
次
地
域
農
業
振
興
計
画
の

	

設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案	

令
和
２
年
度
事
業
計
画
の

	

設
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案	

定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の

	

一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案	

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の

	

廃
止
に
つ
い
て

第
６
号
議
案	

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
７
号
議
案	

理
事
の
退
任
に
係
る

	
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

第
８
号
議
案	
令
和
２
年
度
経
営
管
理
委
員
の

	

報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
９
号
議
案	

令
和
２
年
度
理
事
の

	

報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
10
号
議
案	

令
和
２
年
度
監
事
の

	

報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

附
帯
議
案

第
22
回
通
常
総
代
会
を
令
和
２
年
６
月
27
日
㈯
に
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
本
店
で
開
催
し
、

総
代
、
准
組
合
員
総
代
5
3
7
名
の
う
ち

4
7
6
人
（
書
面
議
決
を
含
む
）
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
長
浜
地
区
総
代
の
佐
分
利
一
郎
氏
が
選
任
さ
れ
、

全
議
案
を
審
議
し
、
全
て
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

6月27日㊏

第22回 通常総代会開催

事業の成果	 （単位：千円）

項　　目 令和元年度
事 業 総 利 益 1,624,845
事 業 利 益 126,415
経 常 利 益 222,854
当 期 剰 余 金 160,636
総 資 産 157,199,883
純 資 産 11,857,584
自 己 資 本 比 率 21.97%

令和元年度における出資者（組合員）の皆さまへの配当金は1.5%です。
配当金につきましては6月29日にご指定の口座へ振込させていただきました。
詳細は、「出資金残高通知書兼出資配当金支払通知書」に記載しておりますので
ご確認下さい。

財務諸表についてはJAレーク伊吹公式ウェブサイトに掲載しますので、ご確認ください。 J Aレーク伊吹
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通
常
総
代
会
の
質
問
と
回
答

Q
　
質
問
を
4
点
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
へ
の
影
響
で
す
。
タ

マ
ネ
ギ
の
価
格
が
大
暴
落
し
て
市
場
価
格
が

1
キ
ロ
20
円
と
な
り
、
長
浜
市
は
こ
の
危
機

を
救
う
た
め
に
補
助
金
を
出
す
よ
う
で
す
が
、

J
A
の
買
取
価
格
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

　

2
点
目
は
、
一
昨
年
の
12
月
に
J
A
グ
ル
ー

プ
滋
賀
役
職
員
集
会
で
「
農
業
農
村
の
危
機
」

「
協
同
組
合
の
危
機
」「
組
織
・
事
業
の
危

機
」
と
３
つ
の
危
機
が
訴
え
ら
れ
、
こ
の
危
機

は
J
A
組
織
基
盤
の
弱
体
化
、
事
業
取
扱
高

の
減
少
、
信
用
事
業
収
益
の
減
少
等
に
よ
る

J
A
経
営
収
支
の
悪
化
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
後
10
年
間
の
収
支
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン

に
お
い
て
、
こ
の
ま
ま
経
営
上
の
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
2
0
1
9
年
度
に
は
事
業
利
益
が

赤
字
に
、
2
0
2
0
年
度
に
は
税
引
前
当
期

利
益
が
赤
字
に
な
る
試
算
が
出
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
で
は
経
営
方
針
を
ど
の

よ
う
に
具
体
化
に
さ
れ
た
の
か
、
今
後
の
収
支

シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
は
ど
う
な
の
か
。

　

3
点
目
は
、
農
林
水
産
省
の
発
表
で
は
１

俵
当
た
り
の
生
産
費
は
1
5
，0
0
0
円
で
す

が
、
J
A
の
米
買
い
上
げ
価
格
は
１
俵
1
3
，

0
0
0
円
で
2
，0
0
0
円
の
赤
字
で
、
作
れ

ば
作
る
ほ
ど
赤
字
が
増
え
ま
す
。
前
回
の
総

代
会
で
民
主
党
政
権
の
戸
別
所
得
補
償
制
度

を
復
活
し
て
ほ
し
い
と
申
し
ま
し
た
が
、「
復

活
を
求
め
る
よ
り
は
現
実
的
な
現
行
制
度
の

万
全
な
予
算
確
保
と
恒
久
的
な
措
置
を
国
に

求
め
て
い
く
」と
の
答
弁
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

戸
別
所
得
補
償
と
同
等
の
予
算
措
置
が
と
ら

れ
た
の
か
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
小
さ
な
農
家
を
守
る
点
に
つ
い

て
で
す
。
長
浜
地
域
農
業
組
合
長
会
で
は
愛

知
県
豊
田
市
に
視
察
を
し
ま
し
た
。
豊
田
市

は
定
年
を
迎
え
る
労
働
者
を
農
業
者
に
迎
え 議長 佐分利一郎氏

▲挙手にて賛同する総代
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る
た
め
に
、
市
内
に
4
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、

市
の
職
員
と
農
協
の
職
員
を
派
遣
し
て
小
さ

な
農
家
を
育
成
す
る
た
め
に
努
力
し
た
結
果
、

6
0
0
戸
の
新
し
い
農
家
を
育
成
し
た
と
発

表
し
て
い
ま
す
。
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
で
も
小
さ

な
農
家
を
育
成
し
て
農
業
を
守
る
た
め
に
頑

張
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

A
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
営
へ

の
影
響
で
す
が
、
当
J
A
は
組
合
員

や
職
員
の
安
全
を
優
先
し
て
、
感
染
拡
大
防

止
に
取
組
み
な
が
ら
事
業
の
継
続
を
し
て
き

ま
し
た
。
経
済
事
業
で
は
、
自
粛
要
請
や
学

校
の
休
校
の
影
響
で
野
菜
の
販
売
や
子
会
社
の

コ
メ
の
販
売
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
他
の
事

業
に
つ
い
て
も
事
業
の
進
捗
に
影
響
が
出
て
お

り
、共
済
推
進
で
は
計
画
に
遅
れ
が
出
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
渉
外

担
当
者
の
訪
問
活
動
は
状
況
を
判
断
し
な
が

ら
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
第
2
波
、
第
3
波

が
あ
れ
ば
事
業
運
営
に
さ
ら
に
影
響
が
出
る

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
3
つ
の
危
機
に

対
応
す
べ
く
、当
J
A
の
取
組
目
標
と
し
て「
農

家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
へ

の
更
な
る
挑
戦
」「
総
合
事
業
機
能
の
発
揮
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
と
く
ら
し
の
支
援
」「
自

己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
持
続
可
能
な
J
A

経
営
基
盤
の
確
立
」を
掲
げ
事
業
展
開
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。
収
支
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
で

は
事
業
総
利
益
が
信
用
共
済
事
業
の
割
合
が

86
％
を
超
え
、
典
型
的
な
金
融
事
業
依
存
型

の
経
営
体
質
に
な
っ
て
い
ま
す
。
金
融
事
業
が

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
り
こ
の
数
年
で
収
益

が
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
、
運
用
利
回
り
の
低

下
を
補
う
た
め
に
事
業
量
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
県
下
初
の
女
性

金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
、
年
金
な
ど
の

相
談
を
通
じ
、
訪
問
先
の
家
族
の
金
融
メ
イ
ン

化
に
向
け
た
推
進
や
、
専
任
の
住
宅
ロ
ー
ン
業

者
営
業
に
よ
り
、
実
績
を
上
げ
コ
ス
ト
削
減
と

支
店
業
務
の
効
率
化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

タ
マ
ネ
ギ
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
産
も
豊

作
で
、
当
J
A
管
内
で
1
，0
0
0
ト
ン
の
タ

マ
ネ
ギ
の
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
外
食
産
業
が
動
か
ず
、
当
初
4
0
0

ト
ン
余
り
し
か
契
約
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

産
者
に
す
き
込
み
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
1
，

0
0
0
ト
ン
全
量
を
実
需
者
と
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
価
格
に

つ
い
て
は
18
円
前
後
の
買
取
価
格
し
か
見
込
め

な
い
た
め
、
今
年
度
導
入
し
ま
し
た
タ
ッ
ピ
ン

グ
セ
レ
ク
タ
で
根
切
り
葉
切
り
を
す
る
こ
と
で
、

付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
買
取
単
価

を
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

3
点
目
の
令
和
２
年
産
米
価
は
、
こ
の
ま

ま
平
年
作
と
な
れ
ば
下
落
す
る
見
込
み
で
す
。

現
在
卸
業
者
か
ら
も
価
格
を
下
げ
て
ほ
し
い

と
何
度
も
要
請
が
あ
り
、
出
荷
契
約
数
量
に

つ
い
て
は
何
と
か
販
売
が
出
来
ま
す
が
、
米
価

に
つ
い
て
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
意
見
の
戸
別
所
得
補
償
が
設

立
さ
れ
た
の
は
平
成
23
年
で
、
当
時
は
稲
作

農
家
に
10
ア
ー
ル
当
た
り
1
5
，0
0
0
円
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
廃
止
前
の
平
成
29
年
度

は
7
，5
0
0
円
が
交
付
さ
れ
、
稲
作
農
家
に

は
非
常
に
恩
恵
が
あ
っ
た
制
度
だ
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
農
業
経
営
も
非
常
に
厳
し
く
、
直

接
支
払
交
付
や
農
家
の
給
付
金
な
ど
あ
ら
ゆ

る
助
成
金
等
を
連
合
会
を
通
じ
て
国
に
支
援

▲審議を見守る役員ら

▲第22回通常総代会提出資料をもとに協議
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の
要
請
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
は
小
さ
な
農
家
の
問
題
で
す
。
管
内

で
は
農
地
の
集
積
が
進
み
、
70
％
の
農
地
が
担

い
手
に
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
残
り
の

30
％
は
、
小
規
模
農
家
の
皆
さ
ん
が
地
道
に

耕
作
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
先
程
の
豊
田
市
の
事
例
も
参
考
に
長

浜
市
、
米
原
市
と
連
携
し
な
が
ら
今
後
新
た

な
対
策
に
つい
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

Q
　
集
落
営
農
組
合
が
法
人
化
へ
移
行

す
る
中
、
熱
意
を
持
っ
た
構
成
員
で

事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
状
態
で
す
。
稲
と
ヒ
エ
の
見
分
け

の
つ
か
な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。
知
識
や
技
能
の
な
い
方
が
現
在
の
営

農
組
合
や
法
人
の
構
成
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
多
い
状
態
で
す
。
事
業
を
継
続
す
る
た
め

に
毎
月
１
回
く
ら
い
の
J
A
農
業
大
学
校
を

設
立
い
た
だ
き
、指
導
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

次
に
、
J
A
で
機
械
を
購
入
し
て
も
、
故

障
し
た
時
に
J
A
で
修
理
を
し
て
も
ら
え
ず
、

商
系
業
者
へ
行
く
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

幸
い
に
し
て
経
済
セ
ン
タ
ー
に
は
、
大
き
な
敷

地
が
あ
る
の
で
農
機
具
の
販
売
や
修
理
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現

在
は
、機
械
が
壊
れ
た
ら
処
分
す
る
状
態
な
の
で
、

そ
れ
で
は
農
業
者
所
得
の
向
上
が
図
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
に
、
近
江
カ
ン
ト
リ
ー
に
時
々
車
が
停
め

て
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
近
く
に
は
米
原
市
の

無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
遊
ん
で
い
る
土

地
が
あ
れ
ば
有
効
活
用
し
て
、
そ
こ
を
駐
車

場
の
一
画
と
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

や
は
り
、
人
の
意
見
を
聞
い
て
、
常
に
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
て
、
良
い
も
の
を
取
り
入

れ
て
い
く
前
向
き
な
姿
勢
が
な
け
れ
ば
発
展

も
し
な
い
し
、
停
滞
、
衰
退
す
る
一
方
で
す
。

是
非
と
も
出
来
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
や
って
い
た

だ
く
こ
と
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

A
　
集
落
営
農
の
構
成
員
で
あ
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
営
農
に
対
す
る
知
識
で
す

が
、
J
A
職
員
も
同
様
で
農
業
を
や
っ
て
い
る

職
員
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
営

農
指
導
を
担
当
す
る
職
員
は
研
修
会
へ
の
参

加
や
、
農
家
の
皆
さ
ま
の
所
に
行
っ
て
逆
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
知
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
県
と
も
調
整
し
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

農
機
具
の
修
繕
で
は
、
J
A
全
農
滋
賀
県

本
部
が
主
体
と
な
り
、
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
と

J
A
北
び
わ
こ
の
合
同
で
農
機
セ
ン
タ
ー
を
１
ヶ

所
設
置
し
て
い
ま
す
。
距
離
が
遠
い
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、経
済
セ
ン
タ
ー

に
新
た
に
修
理
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
の
は
非
常

に
難
し
く
現
実
的
に
無
理
と
考
え
ま
す
。

　

近
江
カ
ン
ト
リ
ー
に
時
々
駐
車
し
て
い
る
の

は
、
職
員
が
出
張
す
る
時
に
停
め
て
い
る
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
近
江
カ
ン
ト
リ
ー
は
3
～
11

月
は
育
苗
・
麦
・
米
・
大
豆
の
施
設
稼
働
と
な
り
、

冬
場
し
か
駐
車
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
業
者
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
一
時

的
駐
車
の
申
請
が
あ
る
時
に
は
、
近
江
カ
ン
ト

リ
ー
を
有
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
年
間
を

通
じ
た
駐
車
場
は
難
し
い
で
す
が
、
ご
意
見
い

た
だ
い
た
遊
休
資
産
を
出
来
る
だ
け
有
効
活

用
す
る
こ
と
は
、
重
要
事
項
と
考
え
ま
す
の
で
、

近
江
カ
ン
ト
リ
ー
に
関
わ
ら
ず
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

4



令
和
2
年
～
令
和
4
年
度 

基
本
方
針 

　
第
7
次
地
域
農
業
振
興
計
画
に
お
い
て
は
、
令

和
元
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
第
7
次
中
期
経

営
計
画
と
連
動
し
た
取
組
み
と
し
て
、「
農
家
組
合

員
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
営
農
経

済
部
門
の
体
制
と
事
業
基
盤
の
強
化
」
を
重
点
実

施
項
目
と
し
て
位
置
づ
け
、
販
売
力
強
化
、
コ
ス

ト
削
減
、
生
産
現
場
と
J
A
の
結
び
付
き
強
化
の

観
点
か
ら
、
創
意
工
夫
に
よ
り
自
己
改
革
の
具
体

化
と
行
程
を
計
画
し
、
以
下
の
基
本
計
画
と
具
体

的
取
組
内
容
を
設
定
し
着
実
に
実
践
い
た
し
ま
す
。

1 

需
要
に
応
じ
た
農
産
物
づ
く
り
と

　 

水
田
フ
ル
活
用
の
推
進

　
主
食
用
米
の
消
費
動
向
は
、
か
つ
て
な
い
人
口

の
減
少
局
面
に
あ
る
中
で
、
国
内
消
費
量
は
毎
年

10
万
㌧
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
と
一
体
と

な
っ
た
米
の
計
画
生
産
と
需
給
調
整
を
推
進
す
る

た
め
、
麦
・
大
豆
・
非
主
食
用
米
を
中
心
と
し
た
、

水
田
の
フ
ル
活
用
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
食
の「
小

食
化
・
個
食
化
・
簡
便
化
」が
進
み
、
米
の
家
庭

消
費
量
は
大
き
く
減
少
す
る
一
方
、
中
・
外
食
向

け
の
需
要
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
基
軸
と
し
た
契
約
生
産
の
推

進
と
作
付
提
案
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

重点実施項目 基本計画 具体的な取組内容

農家組合員の
所得増大

1需要に応じた農産物
づくりと水田フル活用
の推進

需要動向に対応した米の計画生産と多様な契約による販売促進

実需者ニーズの変化に対応した産米の生産販売マッチング強化

本作としての麦・大豆・新規需要米による水田フル活用の推進

2生産から販売までの
トータルコスト低減の
取組み強化

低コスト生産資材の普及拡大

大口利用者への価格体系の見直しによる生産資材コスト低減

担い手経営体のニーズに対応した JA 施設の有効活用によるコス
ト低減

投資経済性評価等を踏まえたスマート農業の推進

担い手経営体のニーズに応える個別事業対応の強化

3需要のある園芸作物
の生産振興

加工業務用タマネギの産地形成の確立と安定生産

水田を中心とした重点推進野菜の生産振興

多様な担い手による花卉の生産振興

農業生産の拡大

4担い手の明確化と持
続的な地域農業の確立

行政との連携による「人・農地プラン」の策定支援と担い手の明確
化

地域の実態に応じた担い手農家への農地利用調整

集落営農組織の事業承継に向けた組織機能強化の支援

5多様な担い手への営
農相談機能の充実

営農相談活動の充実と営農情報の発信・強化

農業経営管理支援事業の取組強化

農業者のための労災保険の普及・啓発

農作業安全の普及啓発と農業者の健康増進活動の推進

農業リスク診断活動と保障提案による農業経営安定化の推進

青年部組織の活性化と相互研鑽の取組み支援

営農経済部門の
体制と事業基盤
の強化

6営農・経済部門の人
材育成の強化

経営規模に応じた出向く営農経済渉外活動の取組み強化

部門間連携の強化による総合力の発揮

営農担当者・TAC 並びに営農経済渉外員の人材育成の強化

7農業構造の変化に対応
した経済事業機能の再編

JA 施設の機能集約と拠点施設の機能強化

近隣 JA との営農・経済事業間連携の取組みによる経済事業基
盤の強化

物流コスト削減に向けた配送システムと資材センターの再編

第
　
次
地
域
農
業
振
興
計
画 
7
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2 

生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
ト
ー
タ
ル

　 

コ
ス
ト
低
減
の
取
組
み
強
化

　
生
産
資
材
費
の
さ
ら
な
る
削
減
に
向
け
、
肥
料

銘
柄
集
約
や
高
窒
素
肥
料
銘
柄
の
推
進
を
行
い
、

農
薬
で
は
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
大
型
規
格

資
材
の
充
実
を
図
り
、
低
コ
ス
ト
資
材
の
普
及
拡

大
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
農
業
従
事
者
の
減
少
に
よ
り
、
作
業
労

力
の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

省
力
・
低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
の
普
及
や
、
生
産
か

ら
販
売
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
、

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
経
営
体
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

J
A
施
設
の
有
効
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
の
取

組
み
と
、
投
資
経
済
性
評
価
を
踏
ま
え
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

3 

需
要
の
あ
る
園
芸
作
物
の
生
産
振
興

　
加
工
業
務
用
タ
マ
ネ
ギ
の
産
地
化
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
実
需
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、
契
約
生
産
・
契
約
販
売
の
確

立
並
び
に
、
加
工
業
務
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
品

質
の
確
保
と
、
収
穫
後
の
乾
燥
調
製
機
能
の
強
化

を
行
い
ま
す
。

　
水
田
野
菜
の
生
産
振
興
に
お
い
て
は
、
野
菜
の

消
費
・
市
場
動
向
に
対
応
し
た
重
点
推
進
野
菜
の

生
産
振
興
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
水
田
野
菜

の
輪
作
体
系
の
作
付
提
案
を
行
い
、
農
家
所
得
の

増
大
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
花
卉
の
生
産
振

興
に
お
い
て
は
、
関
西
市
場
を
中
心
に
需
要
の
あ

る
プ
チ
マ
ム
や
、
切
り
花
ハ
ボ
タ
ン
の
生
産
拡
大

を
行
い
ま
す
。

 

4 

担
い
手
の
明
確
化
と
持
続
的
な

　 

地
域
農
業
の
確
立

　
今
後
の
地
域
農
業
の
在
り
方
や
、
地
域
に
お
い

て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
多
様
な
経
営
体
と
担

い
手
の
明
確
化
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
農
業
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
行
政
や
関
係

機
関
と
一
体
と
な
り「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
実
質

化
に
向
け
た
策
定
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
改
正
農
地
バ
ン
ク
法
の
施
行
に
よ
り
、

従
来
J
A
が
担
っ
て
き
た
農
地
集
積
円
滑
化
事
業

を
農
地
中
間
管
理
事
業
に
統
合
一
本
化
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
今
後
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
通
じ

た
農
地
の
集
約
化
を
図
る
た
め
、
行
政
や
農
業
委

員
会
並
び
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
等
の
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
た
農
地
利
用
調
整
の
推
進
を
行

い
ま
す
。

　

集
落
営
農
組
織
に
つ
い
て
は
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
や
、事
業
承
継
に
向
け
た
法
人
化
支
援
、

相
互
連
携
機
能
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

5 

多
様
な
担
い
手
へ
の

　 

営
農
相
談
機
能
の
充
実

　
多
様
な
農
業
者
へ
の
営
農
相
談
機
能
の
充
実
を

図
る
た
め
、
経
営
規
模
に
応
じ
た
出
向
く
営
農
経

済
渉
外
活
動
と
、
営
農
相
談
機
能
の
強
化
を
行
い

ま
す
。

　
農
業
経
営
管
理
支
援
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
記
帳
代
行
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
経
理
事
務
軽
減

や
、
経
営
分
析
・
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
経

営
相
談
の
充
実
を
図
り
、
集
落
営
農
法
人
を
中
心

に
普
及
拡
大
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
部
組
織
の
活
性
化
を
図
り
、
次
世

代
を
担
う
地
域
農
業
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
、
若
手

農
業
者
の
J
A
運
営
へ
の
積
極
的
参
加
と
事
業
反

映
が
で
き
る
よ
う
、
部
員
相
互
の
意
見
交
換
が
実

施
で
き
る
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

6 

営
農
・
経
済
部
門
の
人
材
育
成
の
強
化

　

高
度
化
・
専
門
化
す
る
担
い
手
経
営
体
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
営
農
担
当
者
・

T
A
C
並
び
に
営
農
経
済
渉
外
員
の
資
質
向
上

と
、
個
別
事
業
提
案
力
や
企
画
力
の
強
化
・
充
実

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
門
間
連
携
の
強
化
に
よ
る
総
合
力
を

発
揮
し
、
多
様
な
農
業
者
へ
の
経
営
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
営
農
担
当
者
・
T
A
C
並
び
に
営
農
経
済
渉
外

員
の
人
材
育
成
の
強
化
を
図
る
た
め
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
や
成
果
発
表
の
実
施
な
ど
、
専
門
性
の
高

い
担
当
者
の
設
置
と
人
材
育
成
の
強
化
を
行
い
ま

す
。

 

7 

農
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た

　 

経
済
事
業
機
能
の
再
編

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
農
業
構
造
の
変
化
に
よ

り
、
経
済
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
事
業
量
の

減
少
や
施
設
機
能
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、
将
来
、

持
続
的
な
事
業
運
営
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
経
済
事

業
の
機
能
再
編
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
経
済
事
業
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
担
い
手
経
営
体
や
多
様
な
組
合
員
に
対
応

し
た
事
業
対
応
の
確
立
を
行
い
ま
す
。

6



　
古
く
か
ら
体
に
良
い
と
さ
れ
、
科
学

的
に
も
そ
の
根
拠
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
梅
干
し
。
効
果
効
能
に
つ
い
て
も

研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
梅
の
酸
味
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の

は
ク
エ
ン
酸
で
す
。
ク
エ
ン
酸
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
代
謝
を
高
め
、
疲
労
物
質

を
作
ら
せ
な
い
働
き
が
あ
り
ま
す
。
疲

れ
に
く
い
体
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
梅
干
し
を
試
合
前
に
摂
取
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
も
多
い
と
か
。
夏
場
は
特
に

注
意
し
た
い
熱
中
症
の
対
策
に
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
飯
を
腐
り
に
く

く
す
る
な
ど
、
暑
い
季
節
に
う
れ
し
い

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
爽
や
か
な
酸
味
は
梅
干
し
の
魅
力
で

す
。
梅
干
し
お
に
ぎ
り
、
梅
干
し
を
加

え
た
つ
ゆ
で
い
た
だ
く
そ
う
め
ん
、
梅

き
ゅ
う
な
ど
、
夏
の
暑
い
時
期
に
さ
っ

ぱ
り
と
食
べ
た
い
と
き
に
も
梅
干
し
は

大
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。疲
れ
た
と
き
、

風
邪
っ
ぽ
い
か
も
、
そ
ん
な
と
き
は
梅

干
し
に
熱
い
番
茶
を
注
い
で
飲
む
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

　
梅
干
し
を
料
理
に
使
う
方
法
は
、
野

菜
と
あ
え
た
り
、
青
魚
と
煮
る
な
ど
が

定
番
で
す
が
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
料

理
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
い
方

の
コ
ツ
は
2
点
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
梅
干
し
を
酸
味
・
塩
味
・

う
ま
味
の
含
ま
れ
た
調
味
料
と
考
え
る

こ
と
。
油
分
を
加
え
れ
ば
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
感
覚
で
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
酢

の
物
や
サ
ラ
ダ
、酢
豚
な
ど
に
ど
う
ぞ
。

肉
や
魚
の
臭
み
を
消
す
効
果
が
あ
る
こ

と
も
、
覚
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
量
を
調
節
す
る
こ
と
。

梅
干
し
の
味
を
は
っ
き
り
出
し
た
い
と

き
は
た
っ
ぷ
り
と
使
い
ま
す
が
、
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
だ
け
使
う
と
、
酸
味
は
ほ

と
ん
ど
気
に
な
ら
ず
、
う
ま
味
だ
け
が

加
わ
り
、隠
し
味
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

煮
物
や
炒
め
物
、カ
レ
ー
な
ど
、ち
ょ
っ

と
コ
ク
が
足
り
な
い
な
…
…
、
そ
ん
な

と
き
に
、
た
た
い
た
梅
干
し
を
ち
ょ
っ

ぴ
り
加
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
な
食
材
と
も
意
外
と
相
性
の
い

い
梅
干
し
。
自
由
な
発
想
で
楽
し
く
食

卓
に
取
り
入
れ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

梅
干
し
は
万
能
! !

　
　
　
　
　
　
毎
日
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

　
と
っ
て
も
暑
い
日
本
の
夏
。
夏
バ
テ
知
ら
ず
で
元
気
に
乗
り
切
る
に
は
、
梅
干
し
の
パ
ワ
ー
が
役
立
ち
ま
す
。

ご
飯
と
の
組
み
合
わ
せ
以
外
に
も
、
幅
広
く
使
え
る
の
が
梅
干
し
の
底
力
で
す
。

楽
し
く
毎
日
の
食
卓
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

梅
の
言
い
伝
え

弥
生
時
代
に
渡
来
し
て
以
来
、
日
本
に
根
付
い
た
梅
。

早
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
花
、梅
干
し
と
し
て
役
立
っ
て
き
た
実
、

ど
ち
ら
も
今
な
お
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

塩 

梅（
あ
ん
ば
い
）

　
か
つ
て
、
塩
と
梅
酢
を
合
わ
せ
て
調
味
料
と
し
て
使
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
塩
加
減
、味
加
減
が
い
い
も
の
を
「
塩

梅
」
と
呼
ん
で
い
た
と
か
。
梅
干
し
も
「
い
い
塩
梅
」
で

使
え
る
と
料
理
が
お
い
し
く
仕
上
が
り
ま
す
。

 

梅
は
そ
の
日
の
難
逃
れ

　
梅
干
し
は
古
く
か
ら
病
気
の
予
防
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
代
の
よ
う
に
薬
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代
、

旅
人
や
兵
士
に
と
っ
て
梅
干
し
は
必
携
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
一
日
が
無
事
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
も
込

め
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

 

梅
を
望
ん
で
渇
き
を
止（
や
）む

　
も
と
も
と
は
中
国
の
故
事
か
ら
。
水
が
な
い
と
き
に
梅

を
見
て
、
そ
の
酸
っ
ぱ
さ
を
想
像
す
る
こ
と
で
喉
の
渇
き

を
し
の
い
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
梅
干
し
を
見
て
、じ
ゅ

わ
っ
と
唾
液
が
出
る
の
は
現
代
人
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
条

件
反
射
で
す
。

 

梅
干
し
と
友
人
は
古
い
ほ
ど
良
い

　
梅
干
し
は
漬
け
て
か
ら
年
月
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
、
う

ま
味
が
深
く
な
り
ま
す
。
友
人
関
係
も
梅
干
し
と
同
じ
よ

う
に
、
古
い
付
き
合
い
に
な
る
ほ
ど
気
心
が
知
れ
、
信
頼

も
増
す
と
い
う
意
味
で
す
。
梅
干
し
も
人
付
き
合
い
も
熟

成
が
楽
し
み
で
す
。

梅干し研究家
小川睦子

（オガワトキコ）

梅干しへの愛が高じて、梅干し
研究家に。梅干しを研究しなが
ら、その魅力を伝えるべく、梅
干し作りなどの講座を開催する。
監修本に『はじめてでもおいしく
できる梅干し・梅レシピの基本』

（朝日新聞出版刊）がある。
http://umelabo.org

イラスト：石川 ともこ

梅
干
し
パ
ワ
ー
で
暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！
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　梅を塩に漬けると出てくるのが梅酢。

シソを入れる前の白梅酢とシソを加えた

赤梅酢があります。酸味と塩味、うま味

がたっぷり含まれていて、料理にも活躍

するので、常備しておくと便利です。家

庭で梅干しを手作りすれば、梅酢も手に

入りますが、市販もされています。

自家製ドレッシングに！
　梅酢とオリーブ油などお好みの油、レ
モン汁少 、々すりごまなどを加えればド
レッシングに。おろしショウガやしょうゆ
少 を々加えてもおいしいです。

お弁当に！
　スプレーボトルに入れて、お弁当の仕
上げに上からシュッ！　ただし、使い過ぎ
ると全てが梅味になってしまうのでご注意
を。おむすびを握るときにもどうぞ。

夏の飲み物に！
　汗をたくさんかく夏にぴったり。梅酢を
冷たい水もしくは炭酸水で割れば、夏の
飲み物に。ほのかな梅の香りが爽やかで
す。お好みで甘味を加えて。

うがいに！
　梅酢を水で薄めて、うがいに使うこと
もできます。口の中がさっぱりしますし、
冬場など、風邪がはやっている時期には
特にお勧めです。

一口に梅干しといっても実にさまざまな味があり、塩辛さや酸味、甘味など、それぞれに異なります。

レシピをお試しになる際は、味見をしながら、お好みで梅干しの量を調整してください。

簡単！　手軽！ 

さっぱり梅トマトの
冷製パスタ

材料（2 人分）
梅干し ／ 1 個
ミニトマト ／ 200g
ちりめんじゃこ ／ 大さじ 2
オリーブ油 ／ 大さじ 1
しょうゆ ／ 少々
かつお節（細削り） ／ 軽く 1 つまみ
青ジソ（トッピング用） ／ 1 〜 2 枚
パスタ ／ 200g

作り方
（1）�パスタはゆでて冷水に取り、水

気を切っておく。
（2）�梅干しはたたき、ミニトマトは

1/4 程度に切って、青ジソ以外
の他の材料と混ぜる。

（3）�（1）に（2）をあえ、千切りに
した青ジソを散らす。

楽しみ方
 そうめんにトッピングしても。
 �豆腐、パン、クラッカーなどに載
せるのもいい。
 �ボリュームが足りない場合はチー
ズやアボカドを加えて。

梅風味の
サンドイッチ

材料
梅バター
　・梅干し ／ 1/3 個程度
　・バター ／ 大さじ 1
サンドイッチ用の食パン ／ 適宜
お好みの具材

（トマト、キュウリなど） ／ 適宜

作り方
（1）�室温に戻したバターにたたいた

梅干しを混ぜて梅バターに。
（2）�パンに（1）を塗り、スライスし

たキュウリやトマトなどの具材
を挟む。

楽しみ方
 �トーストに梅バターを塗るだけで
もいい。
 ��ハムやチーズ、レタスなど、好き
な具材でお試しを。
 ��梅バターはゆでたパスタとあえて
もいい。
 �余った梅バターはフライパンで温
め、しょうゆ少 と々レモン汁少々
を加えると風味豊かなソースに。
焼いた肉やシーフードとあえると
おいしい。

干し梅

材料
梅干し ／ 適宜

作り方
（1）�梅干しは皮を破らないようにし

ながら軽くもむ。
（2）�つまようじなどで梅干しに穴を

開け、種を取り出す。
（3）丸く形を整える。
（4）�ざるにクッキングシートを敷い

て（3）を並べる。
（5）天気のいい日に 2 〜 3 日干す。

楽しみ方
 �オーブントースターで作ることも
できる。（3）まで同様に準備し、
クッキングシートを敷いて 130 度
で 30 分程度焼く。焦げないよう
に時々チェックを。
 ��甘い干し梅にしたい場合は下記
のやり方で。

　（1）�梅干しを水に漬け、冷蔵庫
で 1 〜 2 日置く。

　（2）�水 100ml に砂糖 50g を入
れて煮立てたら（1）を入れ、
崩れないように弱火で 15 分
程度煮る。

　（3）�冷えたら、干し梅の作り方と
同様に仕上げる。

しゅわしゅわ
梅ドリンク

材料（2 人分）
梅干し ／ 1 個
オレンジジュース ／ 100ml
炭酸水 ／ 100ml
メープルシロップ ／ 小さじ 1 〜 2
レモン汁 ／ 少 （々なくてもよい）
ハーブ（ミントなど） ／ 適宜

作り方
（1）�グラスにハーブ以外の材料を入

れ、ハーブを添える。
（2）�ストローなどで梅干しをつぶし

ながら飲む。

楽しみ方
 ほうじ茶少々を加えてもいい。
 甘味はシロップなどでも可。
 �オレンジジュースの代わりにレモ
ン汁のみでも OK。
 刻んだ青ジソを加えても。
 �お好みのカットフルーツを入れて
ポンチにしても。

梅干しを楽しむアイデア

梅酢も
活用しよう !
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J�ei Bu

J
A
女
性
組
織
仲
間
づ
く
り
表
彰 

　
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
女
性
部
は
、
5
月
14
日
の

「
J
A
し
が
女
性
協
議
会
通
常
総
会
」（
委
任
状

に
よ
る
開
催
）に
お
い
て
、
仲
間
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
組
織
と
し
て
J
A
し
が
女

性
協
議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　

全
国
の
J
A
女
性
組
織
は
、
3
カ
年
計
画

「
J
A
女
性 

地
域
で
輝
け 

50
万
パ
ワ
ー
☆
」に

お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の
加
入
促
進
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
J
A
女
性
組
織
を
次
代
へ
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
は
、メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
、

ミ
ド
ル
世
代
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
世
代
そ
れ
ぞ

れ
の
仲
間
づ
く
り
を
さ
ら
に
す
す
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

　
J
A
女
性
部
で
は
、
今
後
も
女
性
が
地
域
で

輝
き
続
け
る
た
め
に
仲
間
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。 

今だから …
  『家の光』『ちゃぐりん記事活用』で
  イエナカ活動 (おうち時間 )を楽しく ！

イエナカ活動（おうち時間）で手作りしたマスクや、ご家庭で必要以上に
余っているマスクなどを、有効活用するために必要とされている方に譲りま
せんか？
集まった“愛のマスク”は、マスク不足に悩んでいる地域住民をはじめ介
護施設や障がい者施設、災害時支援などでご活用いただけるよう、JA
レーク伊吹女性部がとりまとめ社会福祉施設などへ届けます。

  “愛のマスク”は、感染防止のため以下のことにご注意ください。

※今後の新型コロナウイルス(COVID-19) などの流行に
備えたマスクを保有したうえでご協力をお願いいたします。 

♥『家の光』や『日本農業新聞』などの記事を活用した手作りマスク
♥ご家庭などで必要以上に買いすぎて余っているマスク　　など

支援の輪を
ひろげましょう

9月末日まで延長!
JAの支援BOXへ!!

手作りマスクや
余っているマスクは
ありませんか？

わたしたちは
誰一人取り残さない

わたしたちは
誰一人取り残さない

JA女性部事務局へ
郵送でもOK!!

① 手作りマスクは、未使用のもので1枚ごとに
　ビニール袋などで包装をお願いします。
② 手作りマスク以外においては、未使用未開封の
　ものに限らせていただきます。

マスクの作り方は

『家の光』 2013年2月号や2020年7月号に

掲載していますよ。

参考にしてくださいね。

キッズ・ごはんコンテスト
子どもたちが自分自身、あるいは家族に食べてもらいたいお米をつかった食（おむすび、巻きずし、など）について考案し
たものを募集します。食材には地元農畜産物を使用し、子どもたちが地産地消の大切さに対する理解を促します。

募集期間　２０２０年８月３日㊊～１０月３０日㊎必着
賞の内容　●低学年の部（小学校１年生～３年生）　●高学年の部（小学校４年生～６年生）
　最優秀賞（各１点）	  ・Ａコープ商品詰め合わせ ３，０００円相当と『ちゃぐりん』
　優秀賞（各2点）	  ・Ａコープ商品詰め合わせ １，０００円相当と『ちゃぐりん』
　参加賞（応募者全員）	  ・記念品

応募のきまり
ＪＡレーク伊吹管内に在住の小学生を対象とし
ます。ただし、1応募用紙に1作品の応募とし
ます。応募作品は、オリジナルで未発表のも
のに限ります。応募書類は返却しません。応
募作品のいっさいの権利は主催者に帰属します。
 
審査基準　
アイディア、創意工夫、地産地消、作りや
すさ、仕上がりの完成度（見た目）などを、
総合的に判断して賞を決定します。

応募方法
応募用紙に下記の必要事項を明記のうえ応
募ください。ただし、必要事項の記載があ
れば、任意様式やｅ－ｍａｉｌでの応募も可能と
します。

●応募用紙に書いて郵送する。　
●下記、e-mailにて応募する。
※応募用紙は、JA店舗か
　ホームページにあります。

結果発表
ＪＡレーク伊吹広報誌
『ふれあい』・ホームページ・
取組み校等で入選作品を
発表します。

ＪＡレーク伊吹　総務部 生活振興課「キッズ・ごはんコンテスト」事務局
住　所：〒521-0062　米原市宇賀野２８０－１　ＴＥＬ：０７４９－５２－６５３３
ｅ－ｍａｉｌ：shinkou1@lakeibuki.jas.or.jp

応募・問い合わせ先

笑味ちゃん

▲表彰状を手にする中川壽美代
JAレーク伊吹女性部部長

① お米をつかった食（おむすび、巻きず
し、など）の写真か絵　② 作品名　
③ 作り方　④ ＰＲしたいことや感想　
⑤ 名前（ふりがな）　⑥ 学校名　
⑦ 学年　⑧ 住所　⑨ 電話番号　
⑩ 保護者の名前

つくる！
たべる！

おむすびや
巻きずしなどを
作って応募
しよう！
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『
家
の
光
』『
地
上
』『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
』と

「
や
さ
い
畑
」を

管
内
の
34
施
設
へ
贈
呈

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
管
内
の
小
学
校
15
校
に
、

J
A
の
食
農
教
育
を
す
す
め
る
子
ど
も
雑
誌

『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
』を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

6
月
号
か
ら
は
、『
家
の
光
』『
地
上
』『
ち
ゃ
ぐ

り
ん
』「
や
さ
い
畑
」の
4
誌
を
米
原
市
立
図
書

館（
山
東
図
書
館
・
近
江
図
書
館
）と
長
浜
市
立

図
書
館（
長
浜
図
書
館
）の
3
館
に
寄
贈
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
6
月
4
日（
木
）に
は
、
近
江
図
書
館
と
長
浜

図
書
館
を
山
本
和
博
総
務
部
理
事
部
長
が
訪
れ

て
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
米
原
市
の
山
本
太

一
教
育
委
員
長
は「
J
A
に
は
様
々
な
支
援
を

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
貴
重
な

情
報
誌
を
贈
呈
い
た
だ
き
有
効
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
」、
長
浜
市
立
長
浜
図
書
館
の
下
司
満

里
子
館
長
は「
新
し
い
情
報
の
有
効
な
発
信
源

と
な
る
雑
誌
を
通
じ
、
農
業
や
地
域
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る
よ
う
大

切
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
」と
感
謝
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
さ
ら
に『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
』は
、小
学
校
に
加
え
、

特
別
支
援
学
校
と
公
設
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
も
寄
贈
し
、
Ｊ
Ａ
店
舗
窓
口
の
ほ
か
34
施
設

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
生
き
て
い
く
う
え
で
欠

か
せ
な
い「
食
」と
、
そ
の「
食
」を
支
え
る
根
本

で
あ
る「
農
」を
学
べ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
地
域
に
根

差
し
た
J
A
の
活
動
内
容
を
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
寄
贈
す
る
も
の
で
す
。
最

新
号
は
、
各
図
書
館
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
配
置

さ
れ
、
そ
の
後
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
陳
列

し
貸
出
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く

は
各
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
浜
市
立
長
浜
図
書
館
で

の
贈
呈
式
の
様
子

（
左
：
下
司
満
里
子
館
長
）

米
原
市
立
近
江
図
書
館
で

の
贈
呈
式
の
様
子

（
右
：
山
本
太
一
米
原
市
教

育
長
）

長
浜
市
立
長
浜
図
書
館
で

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を
配
置
す

る
山
本
理
事
部
長

大
原
児
童
ク
ラ
ブ
で「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
」を
手
に
す
る
小
学

生

記
事
活
用

家
の
光

Ienohikari

が
す
で
然
突

の
こ
そ

！
タ
ナ
ア

話
ノ
ア
の
年
去

？
か
す
ま
て
え
覚

は
で
け
だ
金
年

が
費
活
生
の
後
老

も
円
万
０
０
０
２

！
る
す
足
不

…
…

う
い
と

す
で
話
ノ
ア

か
と
こ
う
い
う
ど

て
め
改

す
ま
し
明
説

の
り
た
あ
月
と
ひ
の
後
老

と
る
べ
比
を
出
支
と
入
収

の
円
万
５
・
５
約

り
な
と
足
不老

後
30

で
計
合
の
間
年

も
に
円
万
０
０
０
２
が
額
足
不

す
で
の
う
い
と
る
ぼ
の

も
で

は
れ
こ

で
ま
く
あ

話
の
均
平

月
毎
に
際
実

り
あ
が
入
収
の
ら
く
い

る
あ
が
出
支
の
ら
く
い

で
庭
家
各
　は
か
の

す
ま
い
が
ち
　

は
で

ね
ず
た
お

す
ま
し

が
出
支
と
入
収
の
月
毎

か
い
ら
く
の
ど

も
で
に
か
ま
お
お

？
か
す
ま
い
て
し
握
把

」
い
な
ら
か
わ
「

う
い
と

！
タ
ナ
ア

そ
こ
ま
い

を
」
簿
計
家
「

て
け
つ
を
簿
計
家

と
る
す
化
視
可
を
れ
流
の
金
お

す
ま
け
づ
気
に
出
支
な
ダ
ム

と
人
る
い
て
け
つ
を
簿
計
家

は
で
と
人
い
な
い
て
け
つ

！
が
差
な
き
大
に
額
蓄
貯

て
け
つ
を
」
簿
計
家
光
の
家
「

も
円
万
０
０
２
で
年
１

は
」
簿
計
家
光
の
家
「

も
に
人

い
た
け
つ
に
単
簡

も
に
人

す
ま
い
て
し
応
対

の
告
申
定
確

も
て
し
と
帳
納
出
金
現

す
ま
き
で
用
利

支出 約26.4万円

収入 約20.9万円

老後のひと月あたりの
収支の平均額

毎月
5.5万円の

赤字！

これが老後30年間つづくと……

約2,000万円の
不足！

円
万
９
６
５
約

円
万
０
４
６
約

つけて
いない

つけて
いる ※NTT コミュニ

ケーションズ調べ

約71万円！

に
な
ん
こ

夫
65歳

妻
60歳

は
人
い
た
け
つ

！
帳
記
ラ
ボ
ズ限

低
最

ば
れ
け
つ

け
だ
欄
記
日

も
の
う
使

ど
ち
い
は
ず
ま

を
」
簿
計
家
光
の
家
「

費
食
・

費
品
用
日
・

費
楽
娯
・

費
別
特
・

ゆるく分類
「簡単記帳」

細かく分類
「バッチリ記帳」

『家の光』12月号付録
「家の光家計簿」のススメ

特設ウェブサイト オープン！

ＵＲＬ
右の コードからもアクセスできますお申し込みはお近くのJAへ

12月号購読受付中
「家計簿」と「わたしノート」の付録つき！

定価1,027円（税込）
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きめ細かな水管理と
防除の徹底できれいなお米!!

日中の高温・高夜温
最高気温32℃以上
平均気温27℃以上

出穂後の高温
平均気温27℃以上
成熟期の多照による

急激な乾燥

品質向上のための水管理 夏期の高温が予想されます

乳白粒・胴割粒の発生を防止するために、きめ細かな水管理に努めましょう!!

斑点米カメムシ等害虫防除の徹底を! 水稲防除本年要注意(発生多)

水 
不 
足

品
質
・
収
量
低
下

● 出穂3週間は常時湛水管理を実施する。（カドミウム吸収抑制対策）
● 刈取り5日前まで、水管理(飽水管理 ※)を継続する。
● 台風等によるフェーン現象時には、事前に通水する。
● 高温時は可能な限り、夕方から夜に通水に努める。
　　※飽水管理とは土壌が適切な水分を維持できている状態

稲体の急激な消耗+
乳白粒

胴割粒

★粉剤散布の場合
防除時期 出穂後10日頃が効果的
薬  剤  名 スタークル粉剤DL
使  用  量 3kg/10a ※収穫7日前まで

★粒剤散布の場合(粉剤散布できない所)
防除時期 出穂後7日～10日頃が効果的
薬  剤  名 スタークル粒剤・スタークル豆つぶ
使  用  量 スタークル粒剤3kg/10a　スタークル豆つぶ250g/10a ※収穫7日前まで

★液剤散布の場合(液剤によるセット動噴等での防除※但し無人ヘリ防除は除く)
防除時期 出穂後7日～10日頃が効果的
薬  剤  名 スタークル液剤10
使  用  量 1000倍液６０ℓ～１５０ℓ／10a ※収穫7日前まで

スタークル粉剤ＤＬ 3ｋ
1,287円 

スタークル粒剤 ３ｋ
3,168円

スタークル豆つぶ 250ｇ
 3,685円 

スタークル液剤10 500ml
2,497円 

水稲

営農情報

11牡羊座
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全体運／運勢は良好。見晴らしのいい場所で深呼吸を。良いパワーを取り込めます。残暑見舞いなど手紙を出すのも吉
健康運／ジョギングやテニスで体を動かし気分爽快　幸運の食べ物／梨



板木技術士事務所
板木利隆

あ
な
た
も

チ
ャ
レ
ン
ジ

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

　

和
名
を
フ
ダ
ン
ソ
ウ（
不
断
草
）と
い

い
、
そ
の
名
の
通
り
暑
さ
寒
さ
に
耐
え
て

よ
く
育
ち
、
順
次
ま
き
、
あ
る
い
は
葉
を

か
き
取
り
長
期
間
収
穫
で
き
る
重
宝
野
菜

で
す
。

　
原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
地
方
で
、
江
戸

時
代
に
渡
来
し
た
在
来
種
と
、
明
治
に

入
っ
て
導
入
さ
れ
た
西
洋
種
が
あ
り
、
前

者
は
小
葉
で
茎
の
部
分
が
赤
い
早
生
種
、

後
者
は
葉
幅
が
広
い
濃
緑
の
晩
生
種
、
育

つ
に
つ
れ
て
葉
柄
と
葉
脈
が
黄
、
赤
、
白

と
色
づ
き
ま
す
。

　
葉
に
は
つ
や
が
あ
り
、
多
彩
な
色
が
各

種
サ
ラ
ダ
に
合
い
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
や
ス

ム
ー
ジ
ー
に
も
向
き
、
炒
め
物
や
お
ひ
た

し
、
豆
腐
と
の
相
性
が
良
い
の
で
み
そ
汁

の
具
に
し
て
も
よ
く
、
大
変
幅
広
い
使
い

方
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
緑
葉
の
大
葉
に

は
え
ぐ
味
が
あ
る
の
で
、
塩
を
加
え
た
熱

湯
に
入
れ
さ
っ
と
下
ゆ
で
し
て
用
い
る
こ

と
、
カ
ラ
フ
ル
な
葉
は
ゆ
で
た
り
酢
漬
け

に
す
る
と
色
が
抜
け
る
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど

に
す
る
な
ど
、
調
理
に
当
た
っ
て
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

栄
養
的
に
は
カ
ロ
テ
ン
が
特
に
豊
富

で
、
ビ
タ
ミ
ン
も
多
い
た
め
抗
酸
化
作
用

が
期
待
さ
れ
、ビ
タ
ミ
ン
B2
、カ
リ
ウ
ム
、

鉄
分
は
小
松
菜
よ
り
も
多
く
、
緑
黄
色
野

菜
と
し
て
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

適
温
の
幅
は
広
く
、
15
〜
30
度
で
発

芽
し
、
生
育
適
温
は
20
〜
25
度
。
や
や
冷

涼
な
気
候
を
好
み
ま
す
が
、
耐
暑
性
も
あ

り
、
4
月
か
ら
10
月
ま
で
長
い
間
種
ま
き

で
き
ま
す
。

　
種
ま
き
は
1
2
8
穴
の
セ
ル
ト
レ
イ
に

１
粒
ま
き
と
し
、
本
葉
4
〜
5
枚
に
育
て

て
本
園
に
定
植
す
る
方
法
と
、
本
園
に

じ
か
ま
き
す
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
し
ま

す
。
本
種
は
ア
カ
ザ
科（
ビ
ー
ト
な
ど
と

同
類
）な
の
で
、
1
粒
の
種（
種
球
）か
ら

4
〜
5
本
の
芽
が
出
て
く
る
の
で
、
勢

い
、
葉
形
の
良
い
物
1
〜
2
本
を
残
し
他

は
早
い
う
ち
に
摘
除
し
ま
す
。

　
多
湿
や
酸
性
に
弱
い
の
で
、
本
園
は
排

　　楽に育てられ使い道の広いスイスチャード

水
の
良
い
場
所
を
選
び
、
あ
ら
か
じ
め
石

灰
を
施
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
強
健
な
性
質
で
あ
る
の
で
、
多
肥
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
質
品
を
取

り
続
け
る
た
め
に
は
、
元
肥
に
完
熟
堆
肥

と
油
か
す
を
全
面
に
耕
や
し
込
み
、
生
育

中
に
2
回
、
長
期
に
か
き
取
り
収
穫
す
る

場
合
は
15
〜
20
日
ご
と
に
化
成
肥
料
を
追

肥
し
、
軽
く
中
耕
、
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

土
寄
せ
に
当
た
っ
て
は
、
葉
の
付
け
根
に

土
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
留
意
し
ま
す
。

　
収
穫
は
草
丈
が
20
cm
ほ
ど
に
伸
び
た
こ

ろ
か
ら
行
い
ま
す
が
、
株
ご
と
抜
き
取

る
場
合
と
、
大
き
く
な
っ
た
外
葉
を
1
〜

2
枚
ず
つ
順
次
か
き
取
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
カ
ラ
フ
ル
な
品
種
で
は
発
色
し

た
物
を
適
宜
葉
ご
と
に
摘
み
取
り
利
用
し

た
り
し
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
に
列
状
に
じ
か
ま
き
し
、

小
さ
い
う
ち
に
収
穫
し
て
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ

と
し
て
利
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ピ
ー
マ
ン
の
仲
間
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
正
し
い

も
の
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。

❶
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
日
本

に
伝
わ
っ
た
。

❷
パ
プ
リ
カ
は
ピ
ー
マ
ン
の
厚
肉
大
型
種
の
一
つ

で
、
完
熟
果
を
食
用
に
す
る
。

❸
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
近
く
で
シ
シ
ト
ウ
を
栽
培
す
る

と
シ
シ
ト
ウ
に
辛
味
が
出
る
。

❹
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
近
く
で
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
す
る

と
ピ
ー
マ
ン
に
辛
味
が
出
る
。

正
解
は
❷
で
す
。

解
説
：
パ
プ
リ
カ
は
ピ
ー
マ
ン
の
厚
肉
大
型
種
の

一
つ
で
、
果
実
が
立
方
体
に
近
い
ベ
ル
系
と
呼
ば

れ
る
タ
イ
プ
の
完
熟
果
で
す
。色
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
豊
富
で
、
赤
や
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
の
他
に
黒

や
紫
色
の
物
も
あ
り
ま
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
は
薄
肉
の
中
型
種
の
場
合
は
、

実
の
長
さ
が
5
〜
6
cm
に
な
っ
た
ら
収
穫
の
適
期

で
す
。

　
早
め
に
収
穫
し
て
、
株
を
弱
ら
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
収
穫
後
は
、
水
気
を
拭
い
て
ポ
リ
袋
に

密
閉
し
、
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
と
良
い
で
す
。

『
日
本
農
業
検
定
2
級
テ
キ
ス
ト
』（
1
2
3
ペ
ー
ジ
）
よ
り

ピ
ー
マ
ン
「農」を

 学ぼう
日本農業検定

問
　
題

解
　
答

日本農業検定事務局

日本農業検定ホームページ
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全体運／困ったトラブルも下旬には解消可能。流れに任せてクールに対応を。窓辺に風鈴をつるして涼やかな雰囲気に
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　「
菊
の『
和
』の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
、
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」と
笑
顔
で
話
す
北
村
夏
歩
さ

ん
。
北
村
さ
ん
は
、
他
の
出
荷
者
と

差
別
化
を
図
る
た
め
、
12
月
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
の
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ト
を
ク
リ

ス
マ
ス
仕
様
に
し
、
ス
プ
レ
ー
菊
を

3
本
の
少
量
売
り
に
す
る
な
ど
、
菊

が『
和
』の
も
の
だ
け
で
な
く
、
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
5
年
前
に
祖
父
の
北
村
進
さ
ん

（
83
）が
米
原
市
飯
で
経
営
す
る「
北

村
花
園
」を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
当
時

は「
大
変
だ
か
ら
」と
家
族
に
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
四
季
を
肌
で
感

じ
、
植
物
が
日
々
成
長
す
る
姿
を
見

守
れ
、
出
荷
時
に
は
大
き
な
喜
び
と

な
る
農
業
を
仕
事
に
し
た
い
想
い
が

強
く
就
農
。
現
在
は
、
進
さ
ん
の
指

導
を
受
け
、
多
忙
な
時
期
は
家
族
の

手
を
借
り
な
が
ら
、小
菊
や
ス
プ
レ
ー

菊
な
ど
の
花
卉
と
イ
チ
ジ
ク
を
育
て

J
A
に
出
荷
す
る
ほ
か
、
近
く
の
直

売
所
や
道
の
駅
な
ど
で
も
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
約
25
㌃
の
農
地
に
、
ハ
ウ
ス
4
棟

と
路
地
10
㌃
で
5
月
咲
き
の「
シ
ュ
ー

セ
イ
ン
ト
」、
8
月
咲
き
の「
秀
光
」、

12
月
咲
き
の
赤
色
が
キ
レ
イ
な「
夢

み
さ
と
」な
ど
約
1
0
0
種
類
の
菊

と
、
進
さ
ん
が
育
種
さ
れ
た
11
月
咲

き
の
ス
プ
レ
ー
菊
1
0
0
種
類
、
ハ

ウ
ス
2
棟
を
使
用
し
イ
チ
ジ
ク
ポ
ッ

ト
栽
培
で「
桝
井
ド
ー
フ
ィ
ン
」と

「
バ
ナ
ー
ネ
」を
育
て
て
い
ま
す
。
出

荷
の
ピ
ー
ク
は
8
月
で
、
菊
と
イ
チ

ジ
ク
の
出
荷
が
重
な
り
ま
す
。
去
年

は
、
イ
チ
ジ
ク
で
株
枯
れ
病
が
発
症

し
、
ハ
ウ
ス
1
棟
分
の
イ
チ
ジ
ク
の

木
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
イ

チ
ジ
ク
の
出
荷
先
で
出
会
っ
た
買
い

物
客
に
、
個
数
が
少
な
い
方
が
買
い

や
す
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、

3
個
入
り
で
の
販
売
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
方
に
お
買
い
求
め
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
以
前
か
ら

興
味
を
持
っ
て
い
た
、
お
正
月
、
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
人

気
上
昇
中
の
ハ
ボ
タ
ン
を
路
地
栽
培

で
始
め
ま
し
た
。
今
後
、
ハ
ボ
タ
ン

の
着
色
に
も
挑
戦
し
た
い
と
意
気
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
北
村
さ
ん
は
、
栽
培
講
習
や
他
の

生
産
者
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
勉
強

に
も
な
る
と
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
花

卉
部
会
に
も
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
枯
れ
た
り
病
気
が
出
た
り
と
失
敗

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
を
活
か

し
て
、
品
質
の
高
い
も
の
が
作
れ
る

よ
う
に
知
識
や
さ
ら
な
る
経
験
を
積

み
た
い
。
目
標
は
、
誰
に
で
も
ア
ド

バ
イ
ス
が
出
来
る
祖
父
の
よ
う
な
生

産
者
に
な
る
こ
と
で
す
」と
、
こ
れ

か
ら
の
熱
意
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今年第一号の
いちじくちゃん♡

1本1本愛情を込めて

大切に育てる北村さん

「農業は楽しいです」と笑顔

いっぱいで話されました

米
原
市
飯
　
北
村
　
夏
歩
さ
ん（
27
歳
）

Kitamura_Kaen
日々の様子や
出荷情報をお伝えします！

北村花園

進さんが育種された11月咲のスプレー菊優しいピンク色や鮮やかな赤色など可愛いお花がいっぱいです！

13双子座
5月21日〜6月21日

全体運／友人とのコミュニケーションでライフスタイルが活性化。「初耳」のことにはトライして。面白い発見があるはず
健康運／家族と一緒に盛り上がれるスポーツが◎　幸運の食べ物／カボチャ



ふれあい
プラザ
Furea i Plaza

　
武
田
さ
ん
は
、
や
さ
し
い
風
合
い
で
ど
こ

か
懐
か
し
く
、
ほ
っ
こ
り
出
来
る
フ
ェ
ル
ト

の
か
わ
い
い
小
物
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼

い
頃
に
、
近
所
の
お
ね
え
さ
ん
に
服
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
お
母
さ
ん
に
ミ
シ
ン
を

教
わ
っ
た
り
、家
の
薪
で
工
作
を
し
た
り
と
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」に
囲
ま

れ
て
暮
ら
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
手
先
が
と
て
も
器
用
で
発
想
力
が
豊
か
な

武
田
さ
ん
は
、
お
孫
さ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ

て
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
を
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
工
作
も
得
意
で
、
空
き
箱
を
活
用
し
て

新
幹
線「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
」や
、
段
ボ
ー

ル
で「
お
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
」も
作
ら
れ
ま
す
。

「
コ
タ
ツ
机
を
活
用
し
て
新
聞
紙
を
丸
め
て

投
げ
れ
ば『
ス
ト
ラ
イ
ク
ナ
イ
ン
』が
出
来

る
。
わ
ざ
わ
ざ
買
わ
な
く
て
も
家
に
あ
る
も

の
で
代
用
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
面

白
い
！
」と
話
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
作
っ
た

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
を
一
部
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
武
田
さ
ん
の
幼
少
期
と
同
じ
く
、
手
作
り

の
小
物
や
お
も
ち
ゃ
に
囲
ま
れ
て
成
長
さ
れ

た
、
小
学
校
2
年
生
の
お
孫
さ
ん
は
、「
私

も
裁
縫
が
し
た
い
っ
！
」と
手
縫
い
で
小
物

作
り
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
編
み
物
や
ミ
シ

ン
に
も
興
味
深
々
。
将
来
が
楽
し
み
！ 

　「
私
の
ケ
ー
キ
を
食
べ
て
く
れ
た
人
が
笑

顔
に
な
っ
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
。こ
こ
で
、

地
域
の
人
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
テ
ラ

ス
付
き
の
ス
イ
ー
ツ
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

い
」と
笑
顔
で
話
す
堀
江
さ
ん
。 

　
幼
い
頃
に
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
を
作
っ
た
の
が
楽
し
く
て
、
お
菓
子

作
り
に
は
ま
り
、
短
期
大
学
の
製
菓
調
理

コ
ー
ス
を
卒
業
後
、
県
内
の
洋
菓
子
店
に
勤

務
。
結
婚
出
産
を
期
に
、
家
族
の
応
援
も
あ

り
、
厨
房
の
あ
る
住
宅
を
建
て
、
完
全
予

約
制
で
洋
菓
子
の
販
売
を
行
う『
C
h
o
u 

c
h
o
u（
シ
ュ
シ
ュ
）』を
2
0
2
0
年
5

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
季
節
感
を
楽
し
め
る
宝
石
の
よ
う
な
フ

ル
ー
ツ
が
た
っ
ぷ
り
と
の
っ
た
タ
ル
ト
や
、

手
書
き
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
と
て
も
か
わ
い

い
と
評
判
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
、
な
め
ら

か
プ
リ
ン
な
ど
を
販
売
。
12
月
か
ら
5
月
ま

で
は
、
お
義
母
さ
ん
の
紀
美
子
さ
ん
が
栽
培

す
る
甘
い
イ
チ
ゴ
を
た
っ
ぷ
り
と
使
用
す
る 

生
ク
リ
ー
ム
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
休
日
に
な
る
と
予
約
で

大
忙
し
で
す
が
、
夢
で
あ
る
イ
ー
ト
イ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
す
す

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
が

洋
菓
子
店
を
オ
ー
プ
ン 

既
製
品
！？

い
や
、
全
部『
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
』な
ん
で
す
！

米
原
市
上
野　

堀
江 

ま
き 

さ
ん

長
浜
市
相
撲
町　

武
田 

志
津
子 

さ
ん

わ
た
し
が
紹
介
し
ま
す

！！ 

わ
た
し
が
紹
介
し
ま
す

！！ 

ママの作るお菓子が大好きな真翔（まなと）くん（2歳）と
柊谷（とうや）くん（5ヵ月） 

伊
吹
支
店
支
店
長 

的
場　
千
春

長
浜
北
支
店
金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

清
水
有
美
子

お手製キャラクタークッションを
手に持つ武田さん 

カレンダーも手作り！
月が替わるとお孫さんが
並べかえてくれるそうです。

ご主人のシャツを利用し
たクッションカバー
元からボタンがついてい
るので作る時もカバーを
外す時も楽々です！

横断歩道は
靴紐結びの
練習に！

フェルトでお花も
活けられる！？

車のタイヤが
ボタンになっ
ていて、 つけ
たりはずした
りで練習が
できます！

表はひらがな、裏
はアルファベットに
なっていて、楽しく
学習できます！

フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
レ
は

夏
季
限
定

み
の
り
ち
ゃ
ん
ケ
ー
キ
、

お
い
し
そ
う
っ
！

素
敵
な
作
品
ば
か
り
で
す
！

オススメ
です！

14 蟹　座
6月22日〜7月22日

全体運／おいしい物を食べて、のんびり過ごせば元気パワーが回復。料理や刺しゅう、ハンドメードにツキがあります
健康運／無理をしないのが一番の健康法です　幸運の食べ物／キュウリ



ふ
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FUREAI
TIMES

◎
５
月
30
日
㊏　

6
月
6
日
㊏

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収  

　
管
内
4
箇
所
の
カ
ン
ト
リ
ー
で
、
今
年
度
1

回
目
の
使
用
済
み
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

回
収
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
環

境
保
全
に
配
慮
し
た
農
業
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
肥
料
袋
や
畔
波
シ
ー
ト
、
育

苗
ト
レ
イ
な
ど
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
2
日
間

で
5
0
8
件
、
約
30
㌧
回
収
で
き
、
適
正
な
処

理
と
再
資
源
化
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
再
生
利

用
な
ど
を
着
実
に
進
め
ま
す
。
次
回
は
11
月
頃

の
予
定
で
、
今
後
も
一
括
回
収
の
実
施
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

◎
6
月
12
日
㊎

タ
マ
ネ
ギ
タ
ッ
ピ
ン
グ

セ
レ
ク
タ
を
導
入  

　
当
J
A
で
は
、
加
工
業
務
用
タ
マ
ネ
ギ
の
産

地
形
成
に
む
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
産
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
面
積
が
、
前
年

比
1
8
0
％
の
18 

ha
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、

「
令
和
2
年
度
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」を
活

用
し
、
新
た
に
タ
マ
ネ
ギ
タ
ッ
ピ
ン
グ
セ
レ
ク

タ
マ
シ
ン
を
導
入
し
て
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

　
タ
ッ
ピ
ン
グ
セ
レ
ク
タ
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
根

葉
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
選
果
ま
で
の
一
連
の

作
業
が
可
能
で
、
作
業
能
率
は
1
時
間
で
6
～

8
㌧
の
処
理
能
力
が
あ
り
ま
す
。
今
期
の
収
穫

予
想
重
量
1,
0
0
0
㌧
の
う
ち
約
6
割
を
タ
ッ

ピ
ン
グ
セ
レ
ク
タ
で
行
う
予
定
で
す
。

　
当
J
A
で
は
、
タ
マ
ネ
ギ
を
重
点
推
進
品
目

と
し
て
位
置
付
け
、
平
成
30
年
度
に
タ
マ
ネ
ギ

集
出
荷
場
を
建
設
し
、
令
和
元
年
度
に
タ
マ
ネ

ギ
乾
燥
設
備
と
タ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
選
別
調
整
ラ

イ
ン
を
導
入
し
、
今
回
タ
ッ
ピ
ン
グ
セ
レ
ク
タ

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
集
荷
・
乾
燥
・
茎
葉
処

理
か
ら
選
別
調
整
出
荷
ま
で
の
機
械
化
一
貫
体

系
が
整
備
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
や
市
の
補

助
事
業
に
よ
り
、
集
荷
乾
燥
用
ス
チ
ー
ル
コ
ン

テ
ナ
1,
0
0
0
基
も
導
入
し
ま
し
た
。

　
契
約
栽
培
を
す
る
生
産
者
に
、
移
植
及
び
収

穫
用
の
農
機
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
ま
す
が
、
大

規
模
生
産
者
で
は
独
自
に
乗
用
タ
マ
ネ
ギ
移
植

機
及
び
、
オ
ニ
オ
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
や
自
走
式

オ
ニ
オ
ン
ピ
ッ
カ
ー
が
導
入
さ
れ
、
収
穫
か
ら

出
荷
ま
で
の
機
械
化
一
貫
体
制
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も「
J
A
レ
ー
ク
伊
吹
加
工
業
務
用
タ

マ
ネ
ギ
栽
培
技
術
指
針
」に
則
っ
た
栽
培
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、安
定
多
収
と
品
質
の
均
一
化
・

良
品
化
に
よ
り「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
」と

「
農
業
生
産
の
拡
大
」に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
6
月
28
日
㊐

ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
の
稚
魚
を
放
流  

　
米
原
市
世
継
で
は
、
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま

る
ご
と
の
事
業
と
し
て
、
水
田
で
育
て
た
ニ
ゴ

ロ
ブ
ナ
の
稚
魚
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
ニ
ゴ

ロ
ブ
ナ
は
、
滋
賀
県
の
郷
土
料
理
で
あ
る「
ふ

な
ず
し
」の
材
料
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
、
外
来
魚
の
増
加
や
産
卵
場
所

と
な
る
ヨ
シ
の
郡
生
地
の
減
少
、
水
路
の
整
備

な
ど
の
影
響
で
生
息
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
世
継
で
は
、
外
敵
が
少
な
く
エ
サ
と

な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
な
水
田
に
産
卵
前

の
親
ブ
ナ
を
放
流
。
そ
の
後
1
か
月
で
1
～
2

㌢
ほ
ど
に
な
っ
た
コ
ブ
ナ
を
、
琵
琶
湖
へ
つ
な

が
る
川
へ
放
流
す
る「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」の

取
り
組
み
を
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

7
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
5
月
24
日
に
親
ブ
ナ
の
放
流
を
行

い
、
6
月
28
日
に
無
事
に
ふ
化
し
育
っ
た
コ
ブ

ナ
や
、
同
じ
水
田
で
育
っ
た
ド
ジ
ョ
ウ
や
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
の
観
察
後
、
回
収
し
た
コ
ブ

ナ
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
世
継
で
は
、
水
生
生
物
の
自
然
に
支
え
ら
れ

た
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
・
地
域
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

▲水田で育ったコブナを確認する子どもら ▲導入したタマネギタッピングセレクタマシン

15獅子座
7月23日〜8月22日

全体運／あなたが中心になれば不可能も可能になる好調な月。リーダーシップを発揮しましょう。金運も上昇し、にっこり
健康運／山歩きなど景色を楽しみつつ体力づくりを　幸運の食べ物／オクラ



1支店 1協同活動

各支店で取組んでいる活動を紹介します

　
6
月
18
日
に
米
原
市
立
春
照
小
学
校

の
5
年
生
29
人
を
対
象
に
、お
米
作
り

の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。山
東
支

店
の
営
農
指
導
員
で
あ
る
山
中
修
治
係

長
が
講
師
を
務
め
、「
食
と
農
」の
大
切

さ
を
伝
え
ま
し
た
。児
童
ら
か
ら
、「
お

米
を
作
る
う
え
で
何
が一番
大
変
か
」や

「
お
米
は
ど
う
し
て
美
味
し
い
の
か
」な

ど
の
質
問
が
あ
り
、イ
ラ
ス
ト
や
写
真

を
活
用
し
て
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ま
し

た
。授
業
終
了
後
、児
童
ら
は「
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
。大
好
き
な
お
米
に

つ
い
て
、こ
れ
か
ら
調
べ
て
い
く
の
が
楽

し
み
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
で
は
例
年
、農
事
組
合
法

人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
高
番（
米
原
市
高
番
）

の
指
導
を
う
け
、手
植
え
に
よ
る
田
植

え
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、

今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止

の
た
め
の

休
校
に
伴

い
、田
植
え

体
験
は
中

止
と
な
り

同
法
人
が

田
植
え
を
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、児
童
は
お
米
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
た
内
容
に
つ
い
て
調
べ
、知
識
を
深

め
る
学
習
を
グ
ル
ー
プ
で
進
め
て
い
き
、

秋
に
行
う「
収
穫
感
謝
祭
」で
学
習
成
果

発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

『
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
』に
挑
戦
！

　
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、稲
作
や
農
業
に
触
れ
、も
っ
と
身
近
に
考
え
て

も
ら
い
た
い
、そ
ん
な
思
い
か
ら「
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
セ
ッ

ト
」の
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
稲
と
は
、「
バ
ケ
ツ
で
育
て
る
稲
」の
こ
と
で

す
。バ
ケ
ツ
と
土
を
用
意
す
れ
ば
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど

場
所
を
選
ば
ず
、手
軽
に
稲
作
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。今
回
は
、2
つ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

「
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
」の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

5
月
下
旬
か
ら
6
月
の
上
旬
に
か
け

て
、芽
出
し
と
種
ま
き
を
行
い
、6
月
19

日
に
苗
の
移
し
か
え
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は「
出
来
る
の
が
楽
し
み
！
お

む
す
び
に
し
て
食
べ
た
い
！
」と
元
気
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
6
月
上
旬
に
芽
出
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
ら
は
稲
の
長
さ
を
毎
日
チ
ェッ
ク
し
、

栽
培
日
誌
を
つ
け
て
熱
心
に
観
察
し
て

い
ま
す
。「
30
㎝
ほ
ど
に
育
っ
た
の
で
、そ

ろ
そ
ろ
中
干
し
を
し
な
い
と
！
」と
、バ

ケ
ツ
稲
づ
く
り
セ
ッ
ト
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
確
認
し
、次
の
工
程
が
楽
し
み
な

様
子
で
し
た
。

い
ぶ
きっ

ク
ラ
ブ

子

大
原
児

ク
ラ
ブ

童

照
春

小
学
校

東
山

と

支
店

「バケツ稲」の生長は、近くの支店の担当者も見守り活動をしていきます！

「カケヒカリ」
や「ショウ

ヒカリ」など、
稲に名前

をつけて愛情た
っぷりで

育てています！
家庭での食育体
験のツールとし
て、また、学校
教育の現場で
は、稲作を学ぶ
教材として幅広
く活用されてい
ます

吹
伊

と

支
店

東
山

と

支
店

16 乙女座
8月23日〜9月22日

全体運／運勢は後半から上昇を開始。スロースタートでじっくり迫っていきましょう。笑顔の結果が待っています。散歩が吉
健康運／持病のケアとストレッチは念入りに　幸運の食べ物／イチジク



夏
野
菜
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
サ
ラ
ダ

塩
漬
け
ス
ペ
ア
リ
ブ
の

ポ
ト
フ

●
作
り
方 

①
フ
ラ
イ
パ
ン
に
A
、そ
れ
ぞ
れ
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
っ
た
鶏
モ
モ
肉・ミ
ニ
ト
マ
ト・ナ
ス・

パ
プ
リ
カ・キ
ュ
ウ
リ
を
入
れ
弱
火
で
炒
め
る
。

②
①
に
B
を
入
れ
、オ
ク
ラ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
加

え
て
中
火
で
3
〜
5
分
煮
込
む
。

③
器
に
春
雨
を
盛
り
、
②
を
彩
り
良
く
盛
り
付

け
ス
ー
プ
を
回
し
掛
け
て
、
ゆ
で
卵
を
の
せ
て

出
来
上
が
り
。

●
作
り
方 

①
ス
ペ
ア
リ
ブ
は
、
材
料
外
の
塩
10
ｇ
・
砂
糖
小

さ
じ
1
を
全
体
に
擦
り
込
み
一
晩
置
く
。

②
①
を
水
洗
い
し
て
よ
く
水
気
を
拭
き
取
り
、

鍋
に
ス
ペ
ア
リ
ブ
、
水
、
昆
布
、
粒
こ
し
ょ
う

を
入
れ
中
火
に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら
昆
布
を

取
り
出
し
弱
火
に
し
て
あ
く
を
取
り
な
が
ら
１

時
間
ほ
ど
煮
込
む
。

③
鍋
に
小
分
け
に
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
（
芯
の
部

分
も
）、
半
分
に
切
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ

て
さ
ら
に
10
分
ほ
ど
煮
込
み
、
塩
で
味
を
調

え
出
来
上
が
り
。

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永

なが
井
い

智
とも

一
かず

●
材
料
【
２
人
分
】

●
材
料
【
２
人
分
】

鶏
モ
モ
肉�

4
切
れ

ミ
ニ
ト
マ
ト�

3
個

ナ
ス�

1
｜
2
本

オ
ク
ラ（
ゆ
で
た
物
）�2
本

キ
ュ
ウ
リ�

1
｜
2
本

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
（
ゆ
で
た
物
）�

2
個

パ
プ
リ
カ�

1
｜
4
個

春
雨（
ゆ
で
た
物
）�80
ｇ

ゆ
で
卵�

1
個

A　
豆
板
醤�

小
さ
じ
2

　
ニ
ン
ニ
ク
、シ
ョ
ウ
ガ 

　
各
み
じ
ん
切
り�

小
さ
じ
1

　
サ
ラ
ダ
油�

大
さ
じ
2

B　
中
華
ス
ー
プ

　�

3
｜
4
カ
ッ
プ

　
ナ
ン
プ
ラ
ー

　�

大
さ
じ
1
と
1
｜
2

　
酢�

大
さ
じ
1

　
カ
レ
ー
粉�

小
さ
じ
1

　
塩�

少
々

豚
ス
ペ
ア
リ
ブ�

4
本

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー�

1
株

ジ
ャ
ガ
イ
モ（
ゆ
で
た
物
）�

小
2
個

水�

7
と
1
｜
2
カ
ッ
プ

昆
布�

1
枚

粒
こ
し
ょ
う�

小
さ
じ
1

塩�

適
宜

 
 おすすめおすすめ

シェフ
永井の

　
標
高
が
高
く
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
奥
伊

吹
で
は
、独
特
の
さ
わ
や
か
な
香
り
を
持
ち
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感
の
ミ
ョ
ウ
ガ
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
25
年
ほ
ど
前
に
は
、
連

日
2
トン
ト
ラ
ッ
ク
が
山
積
み
に
な
る
ほ
ど
の

出
荷
量
が
あ
り
、
ミ
ョ
ウ
ガ
の
大
産
地
で
し

た
。
し
か
し
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
、
ミ
ョ

ウ
ガ
畑
が
動
物
や
病
気
な
ど
の
被
害
に
遭
う

な
ど
し
て
、
昨
年
は
約
0
．4
トン
ま
で
減
少

し
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
ミ
ョ
ウ
ガ
の
出
荷

量
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
奥
伊
吹
の
ミ
ョ

ウ
ガ
は
需
要
が
あ
り
、
市
場
で
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
当
J
A
で
は
、
地
域
の
気

候
や
風
土
を
活
か
し
て
昔
か
ら
栽
培
さ
れ
て

い
る
伝
統
農
産
物
で
あ
る
ミ
ョ
ウ
ガ
の
産
地

の
維
持
・
復
活
・
活
性
化
を
引
き
続
き
図
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
、
収
量
増
加
対
策
と
し
て「
根
茎
腐

敗
病
」が
毎
年
発
生
す
る
圃
場
に
、
薬
剤
の

散
布
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
最
も
恐

ろ
し
く
、6
月
以
降
の
降
雨
な
ど
で
発
生
し
、

根
や
茎
が
枯
れ
て
収
穫
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
生
産
者
の
増
加
を
目
指
し
て
声

掛
け
を
行
う
取
り
組
み
を
以
前
か
ら
進
め
、

昨
年
2
人
の
新
規
生
産
者
が
10
ａ
ほ
ど
定
植

さ
れ
、
今
年
か
ら
出
荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
以
前
に
甲
津
原
で
栽
培
を
さ
れ
て
い

た
方
の
息
子
さ
ん
が
栽
培
を
復
活
さ
れ
ま
し

た
。 

　
新
規
生
産
者
の
吉
槻
の
荒
川
さ
ん
は「
姉

が
曲
谷
で
ミ
ョ
ウ
ガ
栽
培
を
一
所
懸
命
し
て

い
た
の
で
、J
A
に
す
す
め
ら
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
収
穫
が
楽
し

み
で
す
」と
話

さ
れ
、
甲
賀
農

業
組
合
女
性
部

の
法
雲
さ
ん
は

「
ま
だ
植
え
付
け

が
少
な
い
で
す

が
、ミ
ョ
ウ
ガ
、

山
椒
な
ど
を
増

や
し
て
い
く
予

定
で
す
。
過
疎

の
高
齢
化
の
地

域
が
少
し
で
も

活
性
化
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

特産品
の紹介

奥伊吹の
ミョウガ

▲新規生産者の荒川さん

▲鮮やかなピンク色のミョウガ

17天秤座
9月23日〜10月23日

全体運／ハプニング含みの運勢ですがうれしいどっきりも。シマッタと思ったらすぐに訂正、謝罪を。丸く収まるはず
健康運／金魚や風鈴を眺めて涼を取りましょう　幸運の食べ物／トマト



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
の
定
期
購
入
に
ご
注
意
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、
定
期
購
入
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

【
事
例
】先
月
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
見
て
い
た
ら
、「
通
常
価
格
8
0
0
0
円
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
お
試
し
価
格

5
0
0
円
！
」と
の
広
告
が
表
示
さ
れ
た
の
で
、

お
得
だ
と
思
い
リ
ン
ク
先
の
販
売
サ
イ
ト
で
注

文
し
た
。
後
日
商
品
が
届
き
、
支
払
い
を
済
ま

せ
た
の
で
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、
最
近

ま
た
同
じ
商
品
が
届
い
た
。
6
5
0
0
円
の
請

求
書
が
同ど

う

梱こ
ん

さ
れ
て
お
り
、
驚
い
て
業
者
に
電

話
を
し
た
が
な
か
な
か
つ
な
が
ら
ず
、
や
っ
と

話
が
で
き
た
と
思
っ
た
ら「
4
回
の
定
期
購
入

が
条
件
で
、
4
回
購
入
後
で
な
い
と
解
約
で
き

な
い
」と
言
わ
れ
た
。
注
文
時
の
画
面
は
保
存

し
て
い
な
い
が
、
そ
ん
な
表
示
を
見
た
覚
え
は

な
い
。2
回
目
以
降
の
代
金
を
払
い
た
く
な
い
。

　

通
常
価
格
よ
り
低
価
格
で
商
品
を
購
入
で

き
る
と
強
調
さ
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
広
告
な
ど
を

き
っ
か
け
に
、
１
回
限
り
だ
と
思
っ
て
契
約
す

る
と
、
実
際
に
は
2
回
以
上
の
定
期
購
入
が
条

件
だ
っ
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
2
回
以
上
継
続
し
て

商
品
を
購
入
す
る
、
い
わ
ゆ
る
定
期
購
入
契
約

の
場
合
、
広
告
表
示
や
最
終
確
認
画
面
に
、
2

回
以
上
の
定
期
購
入
で
あ
る
こ
と
や
各
回
の
商

品
代
金
、
支
払
総
額
、
契
約
期
間
、
そ
の
他
の

販
売
条
件
を
表
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
表
示
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

低
価
格
が
強
調
さ
れ
た
表
示
の
近
く
に
表
示
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
強
調
表
示
に
比
べ
て
極

端
に
字
が
小
さ
か
っ
た
り
、
何
度
も
ス
ク
ロ
ー

ル
し
な
け
れ
ば
表
示
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
す
る
な
ど
、
定
期
購
入
で
あ
る
こ
と
を
認
識

で
き
な
い
ま
ま
、
契
約
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
手
と
交
渉
し
よ

う
に
も
、
簡
単
に
は
連
絡
が
取
れ
な
い
こ
と
が

多
く
、
ま
た
、
注
文
時
の
画
面
を
保
存
し
て
い

な
け
れ
ば
、
交
渉
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
信
販
売
を
利
用
す
る
と
き
は
、
契
約
内

容
や
解
約
条
件
を
必
ず
確
認
し
、
契
約
時
に
は

販
売
サ
イ
ト
の
表
示
や
最
終
確
認
画
面
を
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
撮
る
な
ど
し
て
記
録
に
残

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

好
き
嫌
い
の
対
処
法
　

　

6
歳
に
な
る
息
子
は
、
好
き
嫌
い
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
実
は
幼
児
食
か
ら
卒
業
し
て
大
人

と
同
じ
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
の
時
期

は
、
好
き
嫌
い
が
出
や
す
い
時
期
で
す
。

　
子
ど
も
の
好
き
嫌
い
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。子
ど
も
は
大
人
よ
り
苦
味
を
感
じ
や
す
く
、

歯
も
弱
い
の
で
硬
い
物
が
苦
手
で
す
。
ま
た
、

こ
の
年
頃
は
、
好
き
な
物
へ
の
執
着
が
強
く
な

り
、
好
き
な
お
菓
子
、
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
ば
か

り
を
食
べ
た
が
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
す
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
が
嫌
い
と
言
っ
て
食
べ
な

い
物
の
中
に
は
、
実
は
、
食
わ
ず
嫌
い
な
だ
け

の
物
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
わ
が
家
で
は
、
必
ず
一
口
は
食
べ
る

と
い
う
お
約
束
が
あ
り
ま
す
。
無
理
に
食
べ
さ

せ
る
こ
と
で
食
事
を
嫌
い
に
は
な
っ
て
ほ
し
く

な
い
。
で
も
食
べ
ず
に
嫌
い
と
は
判
断
し
な
い

で
ほ
し
い
。
そ
こ
で
、
一
口
食
べ
て
そ
れ
で
も

食
べ
ら
れ
な
さ
そ
う
な
ら
、
食
べ
な
く
て
よ
い

と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。
そ
の
一
口
を
食
べ
さ
せ

る
の
も
最
初
は
大
変
で
し
た
が
、
今
は
苦
手
な

物
で
も
一
口
食
べ
れ
ば
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
を
お

代
わ
り
で
き
る
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、

頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、嫌
が
っ

て
い
た
の
に
、
一
口
食
べ
た
後
、「
思
っ
た
よ

り
お
い
し
か
っ
た
」と
言
っ
て
完
食
し
て
く
れ

る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
、
一
緒
に

お
料
理
を
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
で
作
っ
た
物

と
い
う
だ
け
で
、
一
口
は
食
べ
て
み
よ
う
か
な

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。と
は
い
っ

て
も
、
子
ど
も
た
ち
と
食
事
を
作
る
と
倍
の
時

間
が
か
か
る
の
で
、
毎
日
は
大
変
。
時
間
が
な

い
と
き
は
、
み
そ
汁
に
み
そ
を
入
れ
る
だ
け
、

一
つ
の
野
菜
を
切
る
だ
け
に
し
て
い
ま
す
。
途

中
ち
ょ
っ
と
み
そ
の
味
比
べ
と
な
め
て
み
た
り
、

野
菜
を
塩
も
み
し
た
だ
け
で
食
べ
て
み
た
り
と

味
見
を
加
え
る
と
、
お
手
伝
い
を
楽
し
ん
で
く

れ
ま
す
。

　
実
際
に
一
緒
に
調
理
し
て
み
る
と
、お
兄
ち
ゃ

ん
は
き
ち
ょ
う
め
ん
に
時
間
を
か
け
て
同
じ
形

に
野
菜
を
切
り
、
妹
は
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な

物
を
次
か
ら
次
へ
と
切
り
た
が
る
と
い
う
、
性

格
も
見
え
て
き
て
親
も
楽
し
め
ま
す
。

ト

ラ
ブル回避

の

ト

ラ
ブル回避

の

基
礎知識

基
礎知識

国民生活センター相談情報 部 岡島睦美

私の
食育日記

食育インストラクター 岡村麻純

18 蠍　座
10月24日〜11月22日

全体運／頭を悩ませていた問題が解決の兆しを見せています。諦めずに話し合いの機会をつくって。味方が現れそう
健康運／手軽な運動を毎日続けるのが大事です　幸運の食べ物／カマス



Information from JA Lake Ibuki

JAからのお知らせ

19射手座
11月23日〜12月21日

全体運／とても勢いのある好調運です。今までできなかったことにチャレンジを。道が開けていくのを実感できるはず
健康運／ハードなスポーツに挑戦。気力がアップ!　幸運の食べ物／昆布



ご自宅にお届けします！

豚しゃぶの
ねぎダレかけ 

を活用してみませんか？
　国産原料や安全・安心な原料・製造方法にこだわった「エーコープマーク品」・「全農ブランド商品」や、地産・
県産・国産にこだわった食料品やくらしの商品をご自宅までお届けするＪＡの宅配サービスです。ご注文は、パソ
コンや携帯端末によるインターネット注文が可能です。

ご利用にあたっては、ＪＡの「組合員（准組合員）」ならびに「会員」になっていただく必要があります。
詳しくはお近くの支店窓口または経済センター購買課へお問い合わせください。
また、当JAホームページからもご確認いただけます。 ホームページ

くらしの宅配便事務局
経済センター購買課

☎ 63-2102

エーコープ商品を使って！
　　夏にぴったり♪さっぱりな１品です！

ほめられ酢
300㎖

299円（税込）

［作り方］
１．豚肉は、酒を加えた熱湯に１枚ずつ広げなが
ら入れ、火が通ったらざるにあげます。 トマトは
半分に切り、スライスします。 
２．オクラは、がくの周りをむき、塩で表面をこ
すって熱湯で茹で、縦半分に切ります。白ねぎ
は、みじん切りにします。 
３．ボウルにねぎダレの調味料を合わせます。 
４．器に豚肉、トマト、オクラを彩りよく盛り、ねぎ
ダレを回しかけてできあがり。 

［材　料］（４人分）
　豚肉(しゃぶしゃぶ用)……………２００ｇ
　オクラ …………………………… １０本
　トマト ………………………………１個
　酒 ……………………………… 少々
　塩 ……………………………… 少々
　■ねぎダレ
　　白ねぎ…………………1/2本（５０ｇ）
　　しょうゆ …………………… 大さじ２
　　エーコープほめられ酢 …… 大さじ６
　　ごま油……………………… 小さじ２

多目的施設
「みのりハウス」ご利用案内

土・日も
使用できま

す

　この施設は、ＪＡくらしの活動を通じ、食と農を基軸に組合員・地域の方々が交流を図ることを目的として
います。実習室、研修室を設けており、組合員・地域の方々の交流の場としてご利用いただけます。

施設名
ＪＡレーク伊吹　多目的施設「みのりハウス」
〒526-0021　�長浜市八幡中山町1182番2
　　　　　　  （長浜北支店西側）

利用時間
9：00 ～ 16：00
＊�利用時間には、準備・後片付け・清掃等にかかる時

間が含まれます。
　なお、利用可能時間の範囲内で延長できます。

休　日
祝日、お盆休み（８月１３日～１６日）
及び年末年始（12月2８日～1月５日）
＊�ＪＡの行事等によりご利用をお断りする場合があります。

お申し込み
ご使用の一週間前までに、「みのりハ
ウス使用申込書」と「利用料」を、JA
レーク伊吹各支店までご提出下さい。

（平日９時～16時）
ご利用日の3ヵ月前から申し込みが
できます。

施設のご案内
実 習 室 ：

研 修 室 ：

調理台7台（内、講師用１台）
25～３０名程度同時に調理できます。
大鍋等での調理が可能な業務用ガス
コンロも設置しています。
各種講座や会議・研修室として多目的
に利用できます。壁面に大鏡を設置し
ていますので、様々な用途に使えるス
ペースです。47.5㎡（約14畳）です。

お問い合わせ
〒521-0062 米原市宇賀野280-1
レーク伊吹農協 本店 総務部 企画管理課 

（Tel.0749-52-6521）（9時～17時 土・日・祝日・年末年始除く） 

利用料金

＊�利用料金は１時間当たりの料金です。原則１時間未
満は切り上げます。

＊�利用料金は事前にお支払いいただきます。

平　日 土・日
実習室 350円 450円
研修室 200円 300円

実習室+研修室 500円 700円

お申込みから開催までの流れ
❶利用照会

電話や口頭で利用状況をご確認ください。

❷施設使用申込書の提出
利用が可能となった場合「施設使用申込書」に
必要事項を記入の上、最寄の窓口へ提出ください。

❺退出
ご利用が終了しましたら、研
修室内の電話から終了報告
をお願いします。所定の「使
用報告書」を記入の上、利
用者様のお立会いのもと、
終了確認を行います。

❸施設利用料金の支払い
施設利用料金は、下記のとおり
事前にお支払いいただきます。

❹開催
ご利用開始時刻の15分前に開錠
します。

料金は全て税込表示です

20 山羊座
12月22日〜1月19日

全体運／イライラしても八つ当たりはしないよう気を付けて。運勢は下旬に入ると大きく回復。困った状況は解決へ
健康運／ストレッチや柔軟体操、準備運動を大切に　幸運の食べ物／高原レタス



チ
フ
ス
の
メ
ア
リ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、

感
染
症
関
連
の
本
が
増
刷
あ
る
い
は
復
刊
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
そ
の
中
か
ら
、『
病
魔
と
い
う
悪
の

物
語　
～
チ
フ
ス
の
メ
ア
リ
ー
～
』※
を
紹
介
し
ま
す
。

　
物
語
は
20
世
紀
初
頭
、
ア
メ
リ
カ
で
蔓
延
し
た
感

染
症「
腸
チ
フ
ス
」を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ま
き
散
ら
し

た
と
し
て
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
、「
チ
フ
ス
の
メ
ア

リ
ー
」と
い
う
不
名
誉
な
名
前
ま
で
付
け
ら
れ
た“
メ

ア
リ
ー
・
マ
ロ
ー
ン
”と
い
う
女
性
に
関
わ
る
実
話

で
す
。

　
彼
女
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
で
、
賄

い
婦
と
し
て
働
い
て
い
た
先
々
で
腸
チ
フ
ス
が
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
衛
生
工
学
の
専
門
家
に
よ
っ
て
、

感
染
源
の
一
人
と
し
て
突
き
止
め
ら
れ
ま
す
。
彼
女

は
保
菌
し
て
も
症
状
の
な
い
健
康
保
菌
者「
無
症
候

性
キ
ャ
リ
ア
」で
し
た
。
そ
の
た
め
、
無
自
覚
な
ま

ま
彼
女
が
作
る
料
理
に
よ
っ
て
、
他
人
に
感
染
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
彼
女
は
保
菌
者
と
い
う
こ
と
で
拘
束
さ
れ
、
伝
染

病
の
隔
離
の
た
め
の
病
院
に
３
年
近
く
入
院
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
標
題
の「
チ
フ

ス
の
メ
ア
リ
ー
」と
い
う
言
葉
が
広
ま
っ
た
だ
け
で

な
く
、
現
地
の
新
聞
は
彼
女
の
こ
と
を「
歩
く
チ
フ

ス
工
場
」、「
人
間
・
培
養
試
験
管
」な
ど
と
掲
載
し

ま
し
た
。

　
著
者
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て「
人
間
と
い
う
も
の

は
、
本
当
に
、
自
分
よ
り
も
弱
い
立
場
に
貶お

と
しめ
ら
れ

た
人
を
見
つ
け
る
と
、
そ
の
人
を
も
っ
と
貶
め
て
喜

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
い
」と
書
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
悲
し
い

性
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
い
ま
す
。

　
彼
女
は
、
３
年
近
く
隔
離
入
院
さ
せ
ら
れ
た
後
、

「
今
後
は
料
理
を
し
な
い
」と
い
う
誓
約
書
を
書
い
て

解
放
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
数
年
後
、
腸
チ
フ
ス
の

集
団
発
生
が
起
こ
り
、
彼
女
は
再
逮
捕
さ
れ
、
23
年

以
上
に
わ
た
り
離
島
に
隔
離
さ
れ
、
自
由
を
取
り
戻

す
こ
と
な
く
死
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
彼
女
が
亡
く
な

る
ま
で
23
年
以
上
も
隔
離
さ
れ
続
け
る
必
要
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
“
２
度
目
”の
拘
束
の
際
に
は
、
１
度
目
の
時
よ
り

腸
チ
フ
ス
の
死
亡
率
は
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に

ま
で
減
少
し
て
お
り
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
当
局

は
、
健
康
保
菌
者「
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
」を
1
0
6

人
特
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
無
期
限
で
強
制
隔
離
さ

れ
た
の
は
メ
ア
リ
ー
以
外
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
彼
女
を
取
り
巻
く
社
会

的
状
況
が
関
係
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
系
移
民
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
、
貧
し
い
賄
い
婦
、

女
性
、独
身
な
ど
に
対
す
る
偏
見
が
複
雑
に
絡
ま
り
、

彼
女
の
人
生
を
不
利
な
状
況
に
追
い
込
ん
だ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
恐
ろ
し
い
伝
染
病
に
備
え
る
と
い
う
の
は
、
人
類

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
渦
中
に
あ
る
今
日
、
現
代
に

お
い
て
も「
チ
フ
ス
の
メ
ア
リ
ー
」を
特
定
し
、
隔
離

し
、
あ
ざ
け
り
、
貶
め
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
す

可
能
性
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
第
２
の
メ

ア
リ
ー
を
生
み
出
す
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

Mail from reader

お便りコーナー 7月号から

わたしたちのJA 【主要概況】　 令和2年6月末現在

正 組 合 員 数 	 4,973人
准 組 合 員 数 	  7,416人
出 資 金 残 高 	  17億6千9百万円
貯　金　残　高 	  1,484億8千6百万円
貸 出 金 残 高 	  180億8千0百万円
長期共済保有高 	  2,993億2千1百万円
年金共済保有高 	  30億5千4百万円
購 買 品 供 給 高 	  2億8千6百万円
販 売 品 販 売 高 	  2千5百万円

経営管理委員会・理事会だより
経営管理委員会 	  令和2年6月27日
第	１	号議案	経営管理委員個人別報酬額の決定について
第	２	号議案	会長の他の団体役員への就任承諾について

理事会 		   令和2年6月27日
第	１	号議案	理事個人別報酬額の決定について
第	２	号議案	理事の退任に係る退職慰労金の支給について
第	３	号議案	会計監査人との監査契約書の締結について
第	４	号議案	業務報告書の承認について
第	５	号議案	令和３年度学卒者職員採用要領について

米原市　山中さん
このところ毎日、赤くなったトマト
を何らかの獣に食べられています。
毎日新たな対策をするのですが、
一向に効果がありません。ハクビ
シンでしょうか？ネットで囲いをし
ていますが、どこから侵入してい
るのかも不明です。獣との知恵
比べの毎日です。
ハクビシンは、約1.10mまで
垂直ジャンプする脚力があり、6
㎝ほどの隙間があれば通り抜ける
ことが可能です。「強い臭い」が嫌
いなので、天敵である犬の毛やト
ウガラシ、ニンニク等の刺激物の
臭いがするものを植えてみてはい
かがでしょうか。大切に育てた作
物が獣！？に食べられてしまうのは
悲しいですが、それだけ美味しい
ということですね。

長浜市　野上さん
近眼メガネにサングラスを付ける
か、度付きサングラスを作るか、
悩むところです
サングラスのレンズには種類が
あって、『調光レンズ』や『偏光レ
ンズ』などがあります。サングラ
スは、オシャレでかつ機能的、し

かもお気に入りのものがいいです
よね。JAでもメガネのご相談が
できます。出張サービスもありま
すので、ぜひお問い合せきただき、
じっくりと選んでください(^^♪

長浜市　宮川さん
応募総数はわかりますが、何名が
正解だったのでしょうか？
ご応募いただきました回答は、
ほぼ正解を記入いただいています
ので、おおむね応募総数＝正解数
となります。

長浜市　中川さん
健康食品として、今年初めてヤー
コンと菊芋の栽培に挑戦していま
す。長雨で、まわりの雑草が伸び
放題になっていますが、これに負
けじとグングン成長しており、収
穫が楽しみです。
ヤーコンや菊芋は、整腸作用が
ありダイエットに非常に効果的で、
血糖値や血圧などを低下させる働
きもあると言われています。どち
らも生で食べられますし、炒め物
にして食感を楽しんでくださいね。

み
ん
な
で
人
権

Ｊ
Ａ
滋
賀
同
和
対
策
本
部

「
み
の
り
」
よ
り

※『
病
魔
と
い
う
悪
の
物
語
　
～
チ
フ
ス
の
メ
ア
リ
ー
～
』（
著
：

金
森
修
、
ち
く
ま
プ
リ
マ
―
新
書
）

21水瓶座
1月20日〜2月18日

全体運／周囲からの好影響が期待できます。さまざまな人の意見に触れて。目からうろこの気付きも。歴史探訪が幸運の鍵
健康運／知人の勧めてくれるエクササイズを試して　幸運の食べ物／トウモロコシ



本店（代表）・・・・・・・・・・・☎52-6520
多目的施設みのりハウス

（本店企画管理課）・・☎52-6521

伊吹支店・・・・・・・・・・・・・☎58-0008
柏原支店・・・・・・・・・・・・・☎57-1010
山東支店・・・・・・・・・・・・・☎55-1014
米原支店・・・・・・・・・・・・・☎52-1011

近江支店・・・・・・・・・・・・・☎52-2460
長浜東支店・・・・・・・・・・☎62-0677
長浜南支店・・・・・・・・・・☎62-0239
長浜北支店・・・・・・・・・・☎62-3374

経済センター・・・・・・・・☎63-2101
伊吹資材センター・・☎55-4080
米原資材センター・・☎52-1014
介護福祉センター・・☎54-2112

JAレーク伊吹 電話番号一覧

夜間・休日の緊急ご連絡先

●通帳・キャッシュカード紛失の場合・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＪＡキャッシュサービスセンター  0120-016-663
●ＪＡカード（三菱ＵＦＪニコス）紛失の場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＩＣＯＳ盗難紛失受付センター  0120-159-674
●自動車事故等の場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＪＡ共済事故受付センター  0120-2

ジ コ は

58-9
ク ミ ア イ

31
●レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＪＡ共済サポートセンター  0

レッカーロードサービスは

120-063-9
ク ミ ア イ

31
●LPガスに関するお問合せ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＬＰガス保安センター☎0749-65-8091
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香
り
の
良
い
薬
味
の
一
つ
。

	

ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き
に
も
振
り
掛
け
ま
す

6	
　
　
は
人
の
た
め
な
ら
ず

8	
釣
り
　
　
と
一
緒
に
海
に
出
掛
け
た

9	

宣
伝
な
ど
を
書
い
て
通
行
人
に
配
り
ま
す

10	

上（
か
み
）の
反
対
語

11	

京
都
の
夏
の
代
表
的
な
行
事
、　
　
の
送
り
火

15	

原
稿
用
紙
に
つ
づ
る
こ
と
も

16	

10
円
硬
貨
に
最
も
多
く
含
ま
れ
る
金
属

18	

イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝
堂
の
こ
と

20	

人
の
助
け
を
借
り
ず
に
　
　
で
切
り
抜
け
た

21	

　
　
を
引
か
れ
る
思
い
で
い
と
ま
を
告
げ
た

A B C D E

サ ン グ ラ ス 122通でした。
　当選された10名の方については
景品の発送をもって発表にかえさせ
ていただきます。
　たくさんのご応募ありがとうござ
いました。

クロスワード
クイズの答え
〒・住所
氏名
年齢

「ふれあい」の
感想及びJAへの
ご意見・ご要望
身近な話題など

米
原
市
宇
賀
野
280
番
地
1

J
A
レ
ー
ク
伊
吹

　
　「
ふ
れ
あ
い
」係

5 2 1 0 0 6 263

出題／ニコリ頭の体操
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Q 色マスの文字をA〜Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？
　 ヨコのカギ

　 

タ
テ
の
カ
ギ

7月号のこたえ 6月号の応募総数

1 	夏の夜空で打ち上げ　　が開いた
2 	飲ん兵衛（べえ）が好きな物
3 	ニッケイの樹皮から作られるスパイス
4 	仕事や用事の合間の空いた時間のこと
5 	私は　　も育ちも東京です
7 	ツナ、シーザー、海藻といえば
10	指先の腹側にある筋模様
12	焼き肉のミノ、センマイといえばどこの部位？
13	携帯電話を自分に向けてパシャッ！
14	力士が土俵上で取るもの
17	泳げない人が腰回りにはめます
19	職人さんに握ってもらって食べることも
20	まったく派手ではありません

●E-mailでのご応募もお待ちしております
アドレス：kouhou@lakeibuki.jas.or.jp

※クイズにご応募いただきました記載の個人情報は、当選者へのプレゼント発送と「ふれあ
いプラザ」「お便りコーナー」でのご紹介、ご意見対応、各種サービスの提供・充実を行
うために利用させていただきます。

8月20日木 
正解者の中から抽選で10名の方に

「図書カード」をプレゼント！
応募
締切

パ ズ ル

24時間
365日
受付

22 魚　座
2月19日〜3月20日

全体運／ゆとりを持って予定を立てれば良い方向へ。気持ちの余裕が柔軟な対応を可能にし、勝負強さを発揮
健康運／食べ過ぎに注意。食事はバランス良く　幸運の食べ物／イボダイ



楽しみ方・食べ方のコツ

見分け方

この広報誌「ふれあい」は環境に配慮し、「植物油インキ」を使用しています。

保存方法

フダンソウのいろいろ

フダンソウのヒミツ

フダンソウのプロフィル
【分類】ヒユ科
【原産地】地中海沿岸
【おいしい時期（旬）】6〜10月
【主な栄養成分】β-カロテン、ビタミンE・K、
カリウム、マグネシウム、葉酸、鉄、マンガン、

食物繊維など

解説：KAORU

フダンソウ 〜彩り豊かなカラフル野菜〜
イラスト：小林裕美子

フダンソウの力
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TEL.0749-52-6533
E-m
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シニア野菜ソムリエKAORUの

ベジタブルライフ




